
関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号  :原規規収第 161007と 号 99

成績書管理番母 i卜50

塔燎gS tt e月

原子力規制委員会



使用講検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表の,とおり

3検査期日    自 令和 じ 年 ノ月 2タロ「

至令和 θ 年じ昂じ日

4検査場所    使用前検査言己録のとおり

5検査実施着   ″― 暴一覧表のとおり

6検査結果    検査常書桑一覧表のとおり

´糠付資料    使用前検査記録

成績書管理番号:卜50



テむ代査申請書番号

(中請年月日)

関原発第 2

関原発第4

闘原発第

酵鷺原発第2

関原発第2

関原発第4

関原発第5

関原尭第 5

関原発第 5

関原発第

闘原発第

関原発第 1

関原発第 2

関原発第4

関原発第 5

関原発第 5

闘原発第6

関原発第

関原発第 2

関原発第 6

99号

34号

46号

02号

59号

15号

04号

12号

82号

3号

63号

15号

04号

78号

10号

42号

09号

20号

86号

03号

(平成 28年 10月 7日 )

(平成 30年 3月 20日 )

(平成 30年 4月 20日 )

(平成 30年 7月 4麟 )

(平成 30年 8月 20回 )

(平成 30年 12月 5日 )

(平成 31年 2月 1日 )

(平成 31年 2月 6日 )

(平成 81年 3月 18日 )

(平成 31年 4月 4日 )

(2019年 5月 16日 )

(2019年 6月 24歴 l)

(2019年 8月 23日 )

(2020年 1月 2 3 El)

(2020年 1月 31日 )

(2029年 2月 26日 )

(2020年 3月 24日 )

(20Ⅲ20年 4月  7日 )

(2020年 8月 21日 )

(202■ 年 2月 25日 )

成績書管理番号 iと -50

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表申に進記する。

乏



検査結果永覧表

成績書管理番号 i卜50

●

特記事項

丁aし

検査立会責任者

苓竜ぬ 主任技術者

亀 生及徽

蔦ニム

'

,でレ

原子力検査官

E全彰?‐ノよ を

床協
)ヨ i巽争

検査結果

癸

検査年月日

令和  θ 年
/月 2ク園



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

添付資料 と

成績書管理番号 :卜 50

検査年月日:令和d年  ノ月27日
検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を

含む。)カミ準備されてい

ること。

記録確認 Q―

検査 をする工事の工

程、期目及び場所が事

請書 ど発 りであるこ

と.

記録確認 Θ―

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と.

記録確認 ①'一

tr



添付資料4-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

ヵ免績書誉理番号 :卜50

検査年月口,令和 ∂年 ノ 月 27日
検査場所 :掛電西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 結果 備考

申講者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること. QI〒
基準適合性を確保するための設計結果と適合

性確認欧況■覧表が作成され、申請者の適合

性確認検査において漏れなく確認されている

こと。

Θ―

す



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

確認結果二覧表

成績書管理番号 :卜50

検査年月日:令和 じ 年 /月 2タ ロ
検 査場所 :関西竜力株式会社高浜発電所

妹

鶉

↓
諄
麟
揺
半
ふ

Ｉ

時

（
単
＼
、
研
）

確認

結果

R

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従うて行われ、設

備及び機器が基本設予r

方針に従い製作され、

据付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に適合するもので

あること。

現場確認した

設備等

2号機 リレー

室 に設置 され

ていると,2号
機高エネルギ

ー配管僑えい

検知制御盤 (1

2PRDC)及
び中央制御室

に設置されて

いる 1.2号機
高エネルギー

配管漏えい検

知監視盤 (12
PRDP)

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-3-0804(そ の1)

Tl… 3-0804(そ の2)

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

2.発電用原子炉施設内における途水等によ

る損傷の防止

2.4 建屋内の防護すべき設備に関する濃
水評価及び防護設計方針

(3)蒸気影響に対する評価及び防護設計方

針

漏えい蒸気影響により、防護すべき設備が

要求される機能を損なうおそれがある場合

は、漏えい蒸気影響を緩和するための対策を

実施する。具体的には、蒸気漏えいを自動検

知し、隔離 (直ちに環境温度が上昇し、健全

性が確認されている条件を超えるおそれが

ある場合は自動隔離、それ以外は中央制御室

からの遠隔手動隔離)を行うために、蒸気漏

機器等の名称

(設備区分)

発電用原子炉施

設内における澄

水等による損傷

の防止

施
設
名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

浸
水
防
護
施
設



や

えい検知システム (温度センサ、蒸気止め

弁、躊えい検知監視制御盤)を設置する。
蒸気止め弁は、補助蒸気系に設置し隔離信

号発信後 25秒以内に自動隔離する設計と

する。

確認対象 :

・ユ晟度センサ (蒸気漏えい検知システ

ム)H
の外観・据付

・蒸気止め弁 (蒸気漏えい検知システ

ム)lMOV-5700
の外観・据付及びインターロック

,高エネルギー配管漏えをヽナ倹知監視制御盤

(蒸気漏えい検知シネテム)

の特性及び機能・性能

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

（浸
水
防
護
施
設
）

薪
奪
輝
輩
ふ
Ｉ
〕

（
時
＼
銅
）



掏

確認

結果

ヽ

R

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われ、設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作され、

据付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に適合するもので

あること。 、

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-1-0715

Tl-3r0715

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 i

l,津波による損傷の防止
1.4 津波防護対策に必要な浸水防護
施設の設計

(c)津波監視設備

津波監視設備は、津波の襲来状況を監視で

きる設計とする。また、渋力、漂流物の影響

を受けにくい位置に設置する。

津波監視設備のうち津波監視カメラは、1

号機、2号機、3号機及び4号機の非常用所

内電源設備から給篭するとともに映像信号

を中央制御室へ伝送し、中央制御室にて周囲

の状況を昼夜にわたり監視できるよう、暗視

機能を有する設計とする。

確認対象 :

・津波監視カメラ (3号機設備、1・ 2・ 3・

4号機共用)

取水日側及び放水日側に暗視用カヌラと

可視用カメラが搭載された 1体品の津波

カメラ2台の据付・外観及び機能 心性能

機器等の名称

(設備区分)

津波による損

傷の防止

施
設
名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

浸
水
防
護
施
設

鶉
尊
燎
筆
ふ
―
槽

（
∞
＼
い
）



嗚

確認

結果

ヽ

甍

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われ、設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作され、

据付けされ、所定の性

能を有しておりぉ技術

基準に適合するもので

あること。

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-3-0218

Tl-3工 0803

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 I

2.発電用原子炉施設内における濃水等によ

る損傷の防止

2.4 建屋内の防護すべき設備に関する盗
水評価及び防護設計方針

没水の影響により、防護すべき設傭が濃水

水位に対し1亀〔能喪失高さを確保できないお

それがある場合は、絵水により発生するホ圧

に対して止水性 (以下「止水性Jという。)

を維持する壁、扉、堰又は貫通部止水処置に

より濃水伝播を防止するための対策又は対

象設備の水密化処置を実施する。

確認対象 i

・貫通部止水処置

配管 20カ所及び計装配管 5カ所の擦付・

外観

機器等の名称

(設備区分)

発電用原子炉施

設内における濃

水等による損傷

の防止

施
設
名

そ
の
他
発
電
劇
原
子
炉
の
附
属
施
設

浸
水
防
護
施
設

郭
奪
服
華
ふ
Ｉ
Ю

（
ふ
＼
伽
）



ヽ
も

確認

結果

ヽ

孔

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われ、設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作され、

据付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に適合するもので

あること。

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-3-lall

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

2.発電用原子炉施設内における濃水等に
よる損傷の防止

ワ,4 建屋内の防護すべき設備に関する途
水評価及び防護設計方針

(1)没水影響に対する評価及び防護設計方

針             ´

没水の影響により、防護すべき設備が絵水

水位に対し機能喪失高さを確保できないお

それがある場合は、拌盆水により発生する水圧

に対して止水性 (以下「止水性ほという。)

を維持する壁、扉、堰又は貫通部止水処置に

より絵水伝播を防止するための対策又は対

象設備の水密化処置を実施する。

確認対象 :

。中間建屋水密扉 (N(11)

「株式会社イト‐キ製の水密扉からの漏

水の可能性に係る報告について」の水平展

開の実施状況を主眼とした据付・外観

機器等の名称

(設備区分)

発電用原子炉施

設内における濃

水等による損傷
の防止

施
設
名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

浸
水
防
護
施
設

郭
奪
藻
輩
ふ
―
時

（
い
＼
い
）



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 50

ヽ
ヽ

特記事項

丁3t

検査立会責任者

主任技術者

と イ生重

瘤
,″

Ⅲ

原子力検査官

乾 永 髪

検査結果

孜

検査年月日

令和  s 年
θ tt θ 日



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

添付資料i

成績書管理番号 :卜50

検査年月自 :令和 怠 年 d 月 さ 霞
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査譴確懇事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申講書 (変更申講を

含む。)が準備されてい

ること.

記録確認 ⑧・T

検査をする工事の正

程、期目及び場所が中

請書どお りであるこ

と。

記録確認 ①・二

工事言r画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Q―

ノと



添付資料4-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :卜50

検査年月日 :令和δ 年 ご 月 d 日
検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 結果 備考

申請者の品質記録及びエビデンスが拳備され

ていること。 ③■

基準適合性を確保するための設計結果と邁合

性至塩認状況上覧表が作成され、申請者の適合

性確認験査において漏れなく確認されている

こと.

①―

/ど



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

確認結果一覧表

成績書管理番号 :卜 50

検査年月日 :令和 3年  e月  3 日

検 査 場 所 iF夕愚西電力株式会社高浜発電所

＼
К

郭
森
鷹
華
｛
―
時

（
翠
＼
』
）

確認

結果

職

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われ、設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作され、

据付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に適合するもので

あ
｀
ること。

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-1工 0809

Tl-3∵ 0812

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1.津波による損傷の防止
1,4 津波防護対策に必要な漫水防護施設
の設計

a.設計方針
津液監視設I溝は、津波の襲来状況を監視で

きる設計とする。また、波力、漂流物の影響

を受けにくい位置に設置する。

津波監視設備のうち潮位計は、経路からの

津波に対し海水ポンプ室の上昇側及び下降

側の水位変動のうち T,P.約-9,9凛 から T.P.

約+6.6mを測定可能とし、非接触式の水位検
出器により計測できる設計とする。また、潮

位計は 1号機の非常用所内篭源設備から総
電し、中央制御室から監視可能な設計とす

る。               ‐

確認対象 i

潮位計 (1・ 2号機共用)の外観・据付・特
性及び機能 ,機能

機器等の名称

(設備区分)

津波による損傷

の防止

施
―

成

名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

浸
水
防
護
施
設



漁ヽ

確認

結果

礎

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従うて行われ、設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作され、

据付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に適合するもので

あること。

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-3工 1602

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

2.発電用原子炉施設内における濃水等によ

る損傷の防止

2.4 建屋内の防護すべき設備に関する濃
水評価及び防護設計方針

(4)その他の漆水影響に対する絵水評価及

び防護設計方針

その他の途水のうち機器の誤作動や弁の

グランド部、配管フランジ部からの漏えい事

象等に対しては、漏えい検知システム等の状

況確認により早期に検知し、漏えい箇所の特

定及び漏えい箇所の隔離等により漏えいを

止めることで防護すべき設備の要求される

機能を損なうおそれのない設計とする。

確認対象 :

漏えい停止の手順の状態確認 (運用)

機器等の名称

(設備区分)

発電用原子炉施

設内における途

水等による損傷

の防止

施
嵌

名

そ
の
他
発
篭
用
原
子
炉
の
I`↓

属
施
設

農
水
隣
護
施
設

郭
盆
雄
筆
卜
！
円

（
腱
＼
囀
）



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :卜 SI

今頴 3年 3月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自令不口 θ 年 /月 2、十歳

至令和 お 年さ周3日

4検査場所    使用舗検査記録のとおり

検査実施着   検査結果一覧表のとおり

6検査結果   検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1-51

，
　

５



検査 r算請書番号

(申請年月日)

関原発第 299号

関原発第434号

関原発第 46号

関原発第 202号

関原発第 259号

関原発第415号

関原発第 504号

関原発第 512号

関原発第 532号

関原発第  3号

関原発第 68号

関原発第 115号

関原発第 204号

関原発第 478号

関原発第 510号

関原発第 542号

関原発第 609号

関原発第 20号

関原発第 286号

関原発第 603号

(平成 28年 10月 7風 )

(平成 30年 3月 20B)

(平成 30年 4月 20日 )

(平成 30年 7月 4日 )

(平成 30年 8月 20日 )

(平成 30年 12月 5日 )

(平成 31年 2月 1日 )

(平成 31年 2月 6日 )

(平成 31年 3月 18置 )

(平成 31年 4湾
｀
4目 )

(2019年 5月 16日 )

(2019年 6月 24日 〉

(2019年 8月 23月 )

(2020年 1月 23日 )

(2020年 1月 31日 )

(2020年 2月 26日 )

(2020年 3月 24目 )

(202`0年 4月  7日 )

(2020年 8月 21日 )

(2021年 2月 25日 )

成績書管理番号 :1-61

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申講により確認し表中に追記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-51

tv

特記事項

T尋 し

検査立会責任者

,t杉 とf期

余 農

亀

　

沼

菫任技術者

原子力検査官

堵 よ 宅

毛考
や
咽
オヽ・　
ふ

検査結果

代ゝ

検査年月日

年

日
Ｊ

か

，

２

ニ

月

和

・／

Ａ申



添付資料と

関西電力株式会社蔦浜発電所第 1号機 使痛前検査記録
1  共通事項

成績書管理番号 :1-51

検査年月日 :令不He年  ノ 月 ξゴ 日
｀
               検 査 場 所 :闘画電力株式会社高浜尭篭所

検査前確認事項

使用前検査申語善の確認      ´ :

確れ招、事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査中請書 (変更申講を

含むc)が準備されてい

ること。

記録確認
◎

C一

検査をする工事のこ

程、期日及び場所が申

講書 どお りであるこ

とc

記録確認 @・
二

工事計画の認可番号の

記織が適切であるこ

と。

記録確認 Q―

定



添付資料4-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成ri麓書管理番号 :卜51

検査年早日:令和 e年  / 月 ヨぢ 自
検査場所 1関西電力株式会社高浜発篭所

検査前確認事項

確認事項 結果 備考

申講者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること。 Θや二

基準適合性を確保するための設計結果と適合

性確認耳犬況一覧表が作成され帯申請者の適合

性確紹検査において漏れなく確認されている

こと。

③■

す



'関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

確認結果一覧表

成績書管理番号 i卜51

検査年月日:令和 d年  / 鳥 二拶 日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

弧

郭
奪
雄
蒙
ヽ
１
時

（
｝
＼

砦
一
）

確認

結果

ヽ

負

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われ、設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作され、

据付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に適合するもので

あること。

現場確認した
｀
設備等

3号 機に設置

されている E

RSS伝 送サ
ーパ用通信器

収納盤及び E

RSS伝 送サ
ーバ盤 (ERS

SV)

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績善等

Tと -3-0805

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1,1 緊急時対策所の設置等

c.通信連絡

また、と次冷却材喪失事故等が発生した場

合において、発電所内から発電所外の緊急時

対策支援システム (ERSS)等へ必要なデ
ータを、専用であつて多様性を備えた通信回

線を使用する通信連絡設備により伝送でき

る設に―
~十
とする。

緊急時対策支援システム (ERSS)等への

データ伝送の機能に係る設備については、重

機器等の名称

(設備区分)

緊急時対策所

施
設
名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

常
用
電
源

敷
地
l入ュ
土
木

緊
急
白手
末ヽ

'策
断



ヾ

六事故等が発生じた場合においても必要

なデータの伝送ができる設計とする。

確認対象 :   
′

安金パラメータ表示システム (SPD

S)(「 ll+2・ 3・ 4号機共用、 li

3,4号機に設置」の機能・性能

そ
の
他
舜
重
用
原
子
炉
の
附
服
施
設

（常
用
電
漂
、
敷
麹
内
土
未
】
緊
急
時
対
策
薪
）

義
森
輝
叢
ト
ー
〕

（
〕
＼

，
こ



剌

確認

結果

&

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われ、設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作され、

揺付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に適合するもので

あること。

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-3-0914

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1,保安電源設備

1.1 発電所構内における電気系統の信頼
性確保     ´

1.1.2 1相 の電路の開放に対する検知
及び電力の安定性回復

変圧器 1次側において 3相のうち l相の

竜路の開放が生じた場合、変圧器やガス絶縁

開閉装置を設置するとともに、電路が筐体に

内包される設計とすることにより、1相の電

路の開放は、保護継電器にて自動検知できる

設計とする。異常を検知した場合は自動着し

くは手動で故障箇所の隔離又は非常用母線

の受電切替ができる設計とし、電力の供給の

安定性を回復できる設計とする。

機器等の名称

(設備区分)

保安電源設備

施
貫又

名

そ
Cつ

汽色
発
竜
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

常
用
電
源

敷
短
内
土
木

緊
急
時
対
策
所 郭

森
溢
華
ヽ
十
憎

（
∞
＼

静
こ



添付資料4-2(4/11)
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ヽ
馬

確認

結果

ヽ

我

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われ、設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作されこ

据付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に適合するもので

あること。

現場確認した

設備等

記録確認した邁合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-3-1333

Tl-3-1832

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1.地震による周辺斜面の崩壊1に対する基本

設計方針

基準地震動 Ssによる地震力に対して、3

号機及び4号機原子炉建屋並ぴに 3号機及

び4号機原子炉補助建屋背後斜面に連続地

中壁 (3号機設備、 1・ 2・ 3・ 4号機共用

(以下同じ。))及び抑止ぐい (3号機設備、

1・ 2・ 3・ 4号機共用 (以下同じ。))を設

置することで1斜面の崩壊を防止することが

できる設計とすると

確認対象 ェ      ー

・連続地中鮮_(3号機設備、 1・ 2・ 3嫌
4号機共用)

・抑止ぐい (3号機設備、 1・ 2・ 3・ 4号

機共用)

の据付及び外観

機器等の名称

(設備区分)

地震による周

辺斜面の崩壊

に対する基本

設計方針

施
設
名

そ
の
他
秦
電
用
療
子
炉
の
附
属
施
設

常
用
竜
源

敷
地
内
五
本

緊
急
時
対
策
″ブ子

募
韓
雄
筆
ヽ
―
博

（
切
＼

Ｐ
学
）



ヽ
＼

確認

結果

黄

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われ、設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作され、

据付けされ、所定の性

能を有しており、枝術

基準に適合するもので

あること心

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-3-0907

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

l。 非常用電源設備の篭源系統

1.1 非常用電源系統

加えてぉ重要安全施設への電力供給に係る

電気盤及び当該電気盤に影響を与えるおそ

れのある電気盤のうち非常用ディーゼル発

電機に接続される電気盤以外の電気盤 (安全

施設 (重要安全施設を除く。)への電力供給に
｀
係るものに限る。)について、送断器の遮断

時間の適切な設定等により、高エネルギーの

アーク放電によるこれらの電気盤の損壊の

拡大を防止することができる設計とする。

確認対象 I   ・
。アーク放電発生箇所4=lHA、 アーク放電

を遼断するための解放する遮断器G10
。アーク放電発生箇所4-lHB、 アーク放篭

を遮断するための解放する遮断器G10

機器等の名称

(設備区分)

非常用竜源設備

の電源系統

施
設
名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

)停

常
用
電
源
設
備

補
機
駆
動
燃
料

嘉
尊
埒
撃

ふ
―
崎

（
◇
＼

岸
こ



ゝ
博

・アーク放電発生箇所4-lHA、 アーク放

電を遮断するための解放する速断器 110
。アエク放電発生箇所4止 lHB、 ァーク放

電を遮断するための解放する遮断器110
。アーク放電発生箇所4-lEA、 アーク放

電を遠断するための解放する遮断器E10
・アーク放電発生箇所4-と EB、 アーク放

電を遮断するための解放する遮断器E10
,アーク放電発生箇所4-l SAtアーク放

電を遼断するための解放する遠断器STl

O                      ´

!アーク放電発生箇所4-lSB、 アィク放
季嘔を遮断するための解放する遮断器STl

0

の機能・性能

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

（非
常
用
電
源
設
備
、
補
機
駆
動
燃
料
）

郭
窯
湾
章
ヽ
Ｉ
Ю

（
ミ
＼

脂
↓
）



＼
“

確認

結果

、ヽ

段

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われⅢ設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作され、

据付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に適合するもので

あること。

現場確認した

設備等

記金崇確認した適合性確認

検査要領書、成績審等

Tl-3-0911

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1.非常用電源設備の電源系統
1,3 号機関電力融通系統
設計基準事故対処設備の電源が喪失(全交

流動力竃源喪失)した場合に.重大事故等時

の対応に必要な設備に電力を供給するため、

号機関電力融通恒設ケープル (1・ 2号機共

用、 1号機に設置)(6,600Vi 320A以上のも
のを 1組)又は号機関電力融通予備ケープル

(1・ 2号機共用、1号機に設置)(6,600V、

320A以上)を保管し、使用できる設計とす
る。なお、号機関電力融通予備ケーブルは、

予備も含めて 2組保管する。

確認対象 :

・号機 F口電電力融通恒設ケープル (1

機共用、 1号機に設置)
。号機関電力融通予備ケ

エプル (1

機共用、 1号機に設置)
の据付・外観

2号

2号

機器等の名称

(設備区分)

非常用電源設備

の電源系統

施
設
名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

夢停
常
用
電
源
設
備

補
機
駆
動
燃
料

郭
韓
漆
筆
ふ
Ｉ
膊

（
∞
＼

卜
癬
）



＼
Ｘ

確認

結果

ヽ

甍

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われ、設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作され、

据付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に適合するもので

あること。

現場確認した

設備等

l号機に設置

されている号

機関融通用高

圧ケープル接

続盤及び号機

関融通用高腫

ケープルコネ

クタ盤

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-3-0912

Tl一 尋-0930

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 : |

1.非常用電源設備の電源系統

1.3 号機関電力融通系統

号機関電力融通榎設ケTブルは、1号機及

び 2号機の号機間融通用高圧ケープル接続

盤 (6,600V、 320A以上のものを 2個)間を

あらかじめ敷設し〔非常用高圧母線に接続さ

れた号機関融適用高圧ケープルコネクタ盤

(6,600V、 320A以上のものを 2個)におい

てコネクタ接続することで他号機のディー

ゼル発電機 (「重大事故等時のみ l・ 2号機

共用」、「2号機設備、重大事故等時のみ 1・

2号機共用J(以下同じ。))(燃料油貯油そう

(「重大事故等時のみ lⅢ 2号機共用」、「2

号機設備、重大事故等時のみ 1・ 2号機共用ど

(以下同じ。))含む。)から電力融通できる

設計とする。

機器等の名称

(設備区分)

非常用電源設備

の電源系統

施
設
名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

非
常
用
電
源
設
備

箱
機
駆
動
燃
料

郭
常
輝
華
心
―
時

（
Φ
＼

ト
ド
）



ゝ
等

確認対象 :         :
i・号機闘篭力融通値設ケrプル

・号機関融適用高圧ケープル接続盤

a号機聞隠虫遍畷高度ケープルコネクタ盤

Bディエゼル発電機 (2暑機設備、重大事

故等時のみ1・ 2尋磯共用 (デイエゼル

発電機)

の機能。性能

そ
の
他
発
篭
用
原
子
炉
の
購
属
施
設

（非
常
用
重
源
設
備
、
補
機
議
動
燃
料
）

郭
尊
踏
華
ヽ
―
慟

（
瞬
ｏ
＼

μ
瞬
）



ヽ
臥

確認

結果

段

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われ、設

備及ぴ機器が基本設計

方針に従い製作され、

据付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に適合するもので

あること。

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-3-0420

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1.補機駆動用燃料設備

1.1 設備の共用

N02ディ=ゼル消火ポシプ燃料サービス

タンクは、No,2デ身∵ゼル消火ポンプの機

能を達成するために必要となる容量を有す

ることで.共用により発電用原子炉施設の安

全性を損なわない設計とする。

確認対象 :

Jo.2ディーゼル消火ポンプ燃料サービスタ

ンク (J号機設備れ と°2・ 3・ 4号機共
用)の機能・性能

機器等の名称

(設備区分)

橋機駆動用燃料

設備

施
設
名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

非
常
用
電
源
設
備

補
機
駆
動
燃
料

慕
森
埒
筆
ふ
―
博

（
洋
牌
＼

牌
牌
）



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 51

＼
当

特記事項

丁奉こ

検査立会責任者

主任技術者

亀 イ

だ1タデ‐夕→

原子力検査官

財 水 を

検査結果

呵k

検査年月日

令和  、ヨ 年

a月 ,日



添付資料と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
十    共通事項

ナ
 成績書管理番号 :卜 5t

検査年月日:令和 o年  0月  ど 日
検査場所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用鵡模査申請書の確認

お窪認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用舶検

査申請書 (変更申講を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑬

検査をする工事の五

程、期日及び場所が申

講書どお りであるこ

と。

記録穂認 0た

I事計顧の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ⑥―

/β



添付資料4-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :卜51

検査年月目:令和 ゛ 年 e月  ご 日
検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

ノ,

確認事項 結果 備考

串講者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること. Q―
基準適合性を確保するための設計結果と進合

性確認状況一覧表が作成されぅ申請者の適合

性確認検査において漏れなく確認されている

こと。

⑤:一



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

確認結果一覧表

成績書管理番号 :1-31

検査年月日:令和 e年  じ 月 θ 日
検 査 場 所 :関西竜力株式会社高浜発電所

峙
訳

郭
奪
藻
華
ヽ
―
的

確認

結果

壷

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われ、設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作され、

補付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に適合するもので

あること。

現場確認した
t

設備等

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-3-0501(そ の5)

Tlヽ 3‐ 0501(その4)

Tと -3-0557

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1.補機駆動用燃料設備

送水車燃料タンクヘの燃料補給は、燃料油

貯油そうよリタンクローリーを用いて補給

できる設計とする。

確認対象 :

・燃料油貯油そう (重大事故等時のみ l・ 2

号機共用)
・燃料油貯袖そう (2号機設備、重大琴故等

時のみ 1・ 2号機失用)
・タンクEl一リー (1・ 2号機共用)
・送水車燃料タンク

の機能・性能

機器等の名称

(設備区分)

補機駆動用燃料

設備

施
設
名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

補
機
駆
動
燃
料



関西電力株式会社

高浜発電所第 1:号機

,使用前検査成績書

要領書番 号 :原規規4又第 1610071号 99

成績書管理番号 :卜52

今ネ 3年 y月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

i尭遮所名    B罵西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日    申 会赤b a 年 /F ′e自

至 ノ1為 3 年 /月 ′8日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施奮   検査結果―党表のとおり

6検査森き果   検査結果,―覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 il-52



成績書管理番号 :卜 52

検査申請一覧表

検査申請書番号

(申請年月日)

闘原発第299号 (平成 23年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第202号 (平成 30年 7月 4爆 )

調原発第259号 (平成 30年 8月 2o日 )

闘原舜第415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第512号 (平成 3二 年2月 6日 )

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

B轟原発第204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 23鳳 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年12月 26日 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第  20号 (2020年 4月 7日 )

関原発第236号 (2020年 3月 21日〉

上記以降の変更を検査申講馨の変更申請により確認し表中に追記する。

ゑ



検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-52

tυ

特記事項

汽
σ

(′

検査立会責任者

鶏

ボX4-仕ごソt●距宙冷

原子力検査官

=』
ビ
√rt か 徽

検査結果

Ｒヽ

検査年月日

与、 3年

′ 月′争日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録
共通事項

成績書管理番号 :Ⅲ 52

検査年月闘1令和 0 年 / 月 /て
'日検 査場所 :甚尋西電力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記

'隷

確 a思、 ①―

検査をする工事の五

程、期日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認 ③―

工事計画の認可番号の

記載が適切であると

と。     (

記録確認 ⑧―

早



添付資料4-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :1-52

検査年月日:令和10年  /1月 浄́日
検 査場所 :関西篭力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 結果 f滞考

申請者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること。 ①・二

基準適合性を確保するための設計結果と適合

性確認・・伏況二覧表が作成され、申講者の適合

性確認検査において漏れなく確認されている

こと。        .      |

Θ ―

争



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録 確認結果一覧表

成績書管理番持 I卜52

検査年月日:令和 S年  /月  /`日
検査場所 :関西篭力株式会社 高浜発電所

ヽ

確認

結果

段

判定基準

保安活動が基本

設計方針に従っ

て行われ、設備

及び機器が基本

設計方針に従い

製作され、据付

けされ、所定の

性能を有してお

り、技術基準に

適合するもので

あることし

現場確認した設

備等

補助蒸気連絡 ラ

イン (低圧)及び

連絡弁 (弁番号 ニ

AS-108、 A

S-172)

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

Tlr3-0602

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :      ‐

2.設備の相互接続

補助蒸気連絡ライン (低圧)は、 1号機及び 2号機の

共用配管と3号機及び4号機の共用配管を相互接続す

るものの、通常は連絡弁を開止することで物理的に分

離されることから、悪影響を及ぼすことはなく、連絡

ライン使用時においても、 1・号機、 2号機、 3号機

及び4持機の各系統の補陽蒸気の圧力は同じとし、発

電用原子炉施設の安全性を損なうことのない設計とす

る。また、 1号機及び2号機の補助蒸気配管について

は、相互接続し、通常は連絡弁を開けて連絡するもの

の、各持機の補助蒸気の圧力は同じとし、また、融通

に必要な供給容量を有することで、発電用原子炉施設

の安全性を損なうことがなく.連絡ラインを使用しな

い場合は、連絡弁の開止により物理的に分離すること

で、悪影響を及ぼさない設計とする。

機器等の名称

(設備区分)

設備の相互接続

施設名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

補
助
ボ
イ
ラ
〕 郭

森
雄
華
峯
―
憎

（
岸
＼
Ю
）



添付資料4i2(2/2)
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1関西電力株式会社

高浜発電所第、1号機 _

基本設計方針に係る

使用前検査成績書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設 (蒸気タービンに係るものを除くj)

系 統 名

要領書番号  :原規規収第 1610071号 卜5&-1

幸歳2∂ 年子1月

原子力規制委員会



使痛前検査成績書

と 発電所名   関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査の種類  基本設計方,子に係る使用講検査

使用前検査申請番持  、
関原発第 299号 (平成 28年 10月 7鳳 )

自 平成
'辟

年|1月 17日       t
至 平成蟷年1,月

'7日

 ` …i

関西電力株式会社高浜発電所
.

福井果大飯瑠E高浜町ロノ浦

高浜発電所第 1号機              ́ ｀

原子炉冷却系統施設 (黙気夕‐ビンに係るものを除く。)

基本設計方針
来I          ,

3検査申講

4検査期日

5検査場所

6検査範囲

※ li大容量ボンプ (1・ 2・ 3・ 4号機共用)の保管場所の変更

に係る範囲、            |

?検査結果 検査結果一覧表のとおり

と



検査結果一覧表

検査項 目
検査

結果
原 子力施設検査官 検査立会責任者

基本設計方針に

係る検査
鮭

平募ぇ3年 ノノ月 /ダ Hl 平成z′ 年′
'月
 /7 由

琉泳ん

酵 岬々

(テ乗>ぇコ女▼ブ

亮漆 t

ボイラー・夕…ど
・ン主任技術者

|

8,特記事項

′え し

9添付資料 使用前検査記録
1検査前確認事項
2確認結果‐覧表

2



添付資料一と

高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

検査前確認事項

基本設計方針に係る検査

確認事項 検査年月風 兼占果 備考

申講者の晶賀記録及びエ

ビデンスが準備されてい

ること。

平成 2肝 年

|1月

'7日

夕(

平成

日

平成

月 日

基準適合性を確保するた

めの設計結果と適合性確

認状況一覧表 (様式-8)

が作成されて申講者の邁合

性確認検査において大容

量ポンプ (1・ 2・ 3,4

号機共用)の保管場所の変

更に係る範囲について漏

れな く確認されているこ

と。

平成骸伊年

|1月

'7日

た

平成

平成

3



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

確認結果一覧表

添付資料工2

検査年月日i平成28年 |1月 17日

・ト

確認結果

筵

現場確認した設備等

大容量ポンプ (1・ 2・ 3・

4号機共用)の位置的分散

記録確認した連合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-3-0401

_確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

屋外の重大事故等対処設備については、

風 (台風)及び竜巻による風荷重に対し、

位置的分散を考慮した保管により、機能

を損なわない設計とする。

位置的分散については、同じ機能を有す

る重火事故等対処設備 (設計基準事故対

処設備を兼ねている重大事故等対処設

備も含む。)と 100m以上の離隔距離を確

保した保管場所を定めて保管すること

により、竜巻により同じ機能を有する設

備が同時に機能喪失することの防止を

図る設計とする。ただし、同じ機能を有

する重大事故等対処設備がない設備に

ついては、竜巻によって 1台が損傷した

としても必要数を満足し、機能が損なわ

れないよう、予備も含めて分散させると

機器等の名称 (設

備区分)

基本設計方針

共通項目

設備に対する

要求
Xl

施設名

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

蒸
気
タ
I

ビ
ン
に
係
る
も
の
を
除
く



Tl-3-0401

ともに.原子炉格納容器弔使用済燃料ピ

ット及びこれらの設備が必要となる事

象の発生を防止する設計基準事故対処

設備、重大事故等対処設備を内包する原

子炉建屋並びに海水ボンプ室から 100盈

以上の離隔距宙換を確保した保管場所を

定めて保管する設計とする。

確認対象 :

大容量ポンプ (1・ 2・ 3・ 4号機共用)

の位置的分散
｀

確認した基本設計方針 :

大容量ボンプはこ中間建屋内のディーゼ

ル発電機と屋外の離れた位置に分散し

て保管することで、位置的分散を図る設

計とするむ

確認対象 :

大容量ポンプ (1'2・ 3・ 4号機共用)

の位置的分散

基本設計方針

個別項目

原子炉補機冷

却設備
※l

朝

※11大容量ポンプ (1・ 213i4号 機共用)の保管場所の変更に係る範囲



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

基本設計方針に係る

使用前検査成績書

施 設 名 :放射独廃葉物の廃葉施設
放射線管理施設

その他発電周原子炉の附属施設

系 統 名 :火災防護設f薦

要領書番号  :原規規収第 1610071号 卜53-2

■武 27年 ′′月

原子力規制委員会



使用講検査成績書

l発電所名   関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査の種類  基本設計方針に係る使用講検査

3検査申講 使用前検査幸講番号 |   ｀
関原発第299号 (平成を8年 10月 7日 )

4検 査娼日 自呵旬武22年 /0月 を日
至キ八 2'年 //月 7自

5検査場所 関西篭力株式会社高凝発電所

福井県大飯郡嵩浜町畷ノ浦

6検査範囲 高浜発電所第 1号機  ヽ

放射性廃葉物の廃葉施設
i放射線管理施設
その他発電用原子炉の階属施設

基本設計方針
業I

※ 1:外部還蔽壁保管庫 (1・ 2号機共痢)
に係る範囲

7検 査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

i



検査実施者及び検査結果す覧表

検査項 目
検査

結果
原子力施設検査宮 検査立会責任者

基本設計方針に

係る検査

た

千成乏,年 /,月 毎 日 千示虫″年 /,月  好 日

渉ん%Iア石■

粛等 ゆ■

洛屯甲手子ν主任技術者

8.特記事項

な し

9添 付資料 使用前検査記録
1検査講確認事項
2確認結果一覧表

2



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結来
原子力施設検査宮 検査立会責任者

基本設計方針に

係る検査

麓

与凝2,年 〃月
丁

７ 口 予尿え′年 //周
ト

ク

ノiくタ  イ猛?曳

蹴 搾乞)

.ア負がtえ

冷 t瑠泳千V主任技術著

8。 特記事項

な し

9添 付資料 使用前検査記録
_ 1検 査前確認事項

2確認結果一覧表

3



添付資料 -1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

基本設計方針に係る検査

確認事項 検査年月翔 結果 備考

1ヨ 請者の品質記録及びエ

ビデンスが攀研薄されてい

ること。

秘 2′
′υ 潟

年
〃

好
日 変

辛な22年

//月 チ日 筵
年

‐貯
∵

基準適合性を確保するた

めの設計結果と適合性権

認状況一覧表 (様式-8)

が作成され、申講者の適合

性至篠認検査において外部

遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機

共用)に係る範囲につし`て

漏れな く確命響、されている

こと。

玲
2告

姦日 丈
帝八 2″ 年

′/月 と 日
7
た

年

月

4



添付資料-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

確認結果一覧表

検査篭月日 呵駒炊 う夕年 /0月 な
目

げ r

確認

結果

走

現場確認した設備等
記録確認した遺合性確認検査

要領書、成績書等

Tl-3-1301

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

設計基準対象施設のうち、耐震

重要施設以外 (″)建物・構築物及

びその他の上本構造物について

は、自重や運転時の荷重等に加

え、耐震重要度分類の各クラス

に応じて算定する地震力が作用

した場合、自重や運転時の荷重

等に加え、代替する機能を有す

る設計基準事故対処設備が属す

る耐歳重要度分類の各クラスに

応じて算定する地震力が作用し

た場合においても、接地匠に対

する十分な支持力を有する地盤

に設置する。 ~

評E認対象 |

接地圧に対する十分な支持カ

を有する地盤への設置

機器等の名称 (設備区分)

地盤等

施設名

発竃用原子炉施設

(共通項目)琴
1



検査年月日 i将鞠炭29年 /ο 月
イr 日

0ヽ

確認

結果

走

現場確認した設備等

防火帯と同じ幅の防

火エリア

記録確認した適合性確認検査

要領書、成績書等

Tl-3r1502

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 i

防火帯外側にある固体溌棄物

貯蔵庫及び外部遮蔽鮭保管庫に

ついては.その周辺に防火帯と
同じ幅の防火エリアを設ける設

計とする。    |

應認対象Ⅲ

防火帯と同じ幅の防火エリア

機器等の名称 (設備区分)

自然現象

設備に対する要求

その他

廃蒸物処理設備、廃棄物貯

歳設備等

施設名

放射性廃棄物の廃棄

施設
Xl



添付資料-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

確認結果一覧表

検
今
年月日 :執 29年 〃 月

チ
日

ふ
ｒ

瀾

確認

結果

え

現場確認した設備等
記録確認した適合性確認検査

要領書.成績書等

Tユ ー5-1801

確認した基本設計方針

安全施設は、通常運転時、運転

時の異常な過渡変化時及び設

計基準事故時における環境圧

力、環境温度及び温度による影

響、放射線による影響、農外の

天候等による影響並びに荷重

を考慮しても、安全機能を発揮

できる設計とする。

確認した基本設計方針 :

通常運転時、運転時の異常な遇

機器等の名称 (設備区分)

地盤等

自然現象

設備に対する要求

施設名

発電用原子炉施設

(共通項目)※
1



r
検査年月日 :軒状 ガ 年 //月 7 固

や

』

確認

結果

λ

現場確認した1設備等
記録確認した適合性確認検査

要領書生成績書等

Tl-3-1301

確認した基本設計方針

渡変化時及び設計基準事故時

における環境圧力、環境温度及

び湿度による影響、放射線によ

る影響、経外の天候等による影

響並びに荷重を考慮した安全

施設

発電用原子炉施設には、位置を

明確かつ恒久的に表示するこ

とにより容易に識別できる安

全避難通路及び篭源が喪失し

た場合においても機能を損な

わない避難用照明として蓄電

池を内蔵した非常灯 (「 1・ 2

号機共用、 1号機に設置」、「2

号機設備、 1・ 2号機共用、2

号機に設置1)及び誘導灯
.(rl・ 2号機共用、 1号機に

設置ど、「2号機設備i l,2号

機共用、 2号機に設置ど)を設

置し、安全に避難できる設計と

する。

機器等の名称 (設備区分)

その他

施設名



棋套年月日:転 2'峯 〃 角

' 

日

４よＶ
　
や

確認

結果

鯰

魚

現場確認した設備等
記録確認した適合性確認検査

要領書、成績書等

Tl-3-1102

Tl-3… 1502

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

安全避難通路、蓄電池を内蔵し

た非常灯及び誘導灯

外部遮蔽壁保管庫は、外周コン

クリート壁一部撤去に伴い発

生したコンクリートニ鉄筋及び

埋め込み金物を専用の容器に

貯蔵することにより、放射性物

質による汚染の拡大防止を考

慮した設計とする。

確認した基本設計方針 :

専用の容器に貯蔵することに

よる放射性物質による汚染の

拡大防止

団体廃棄物貯蔵庫及び外部遮

蔽監保管庫は防火帯の外側に

あることから、その周辺に防火

帯と同じ幅の防火エリアを設

ける設計とする。

機器等の名称 (設備区分)

廃棄物処理設備、廃棄物貯

蔵設備等

固体廃棄物貯蔵庫及び外

部遮蔽壁保管庫の森林火

災からの防護

施設名

放射性廃索物の廃棄

施設
※1



検査年月飼 :ど子燒民2'年 r/ F , 日

帯̈
↓
・
０ヽ

確認

結果

宝

R

現場確認した設備等

可搬型の消火器

記録確認した適合性確認検査

要領書、成績書等

Tl-3-1301

Tl-3∵ 1304
(再検査)

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

防火帯と同じ幅の防火エリア

火災の発生防止のため、発電用

原子炉施設内の電気系統は、保

護継電器及び遮断器によって

故障回路を早期に遮断し、過電

流による過熱及び焼損を防止

する設計とする。

確認した基本設計方針 :

保護継電器及び遮断器

火災発生時の煙の充満又は放

射線の影響により消火活動が

困難とならないところは、自動

消火設備である海水ポンプの

二酸化炭素消火設備並びに可

搬理の消火器又は消火栓によ

り消火を行う設計とする。

機器等の名称 (設備区分)

火災発生防止

火災の感知及び消火

施設名

その他発電用原子炉

く′)附属施設
※1



ど
検査年月日 :ギ八 2?年 〃 月

ア
日

林
ｂ
ｒ
　
卜
お

確認

結果

K

盈

現場確認した設備等

防火ダンバ

記録確認した適金性確認検査

要領書、成績書等

Tl-3-1301

Tl-3-1301

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

可搬型の消火器

火災防護対象機器等を設置す
.

る火災区域に関連する換気空

調設備は、他の火災区域又は火

災区画の火災の影響を軽減す

るために.防火ダンバを設置す

る。

確認した基本設計方針 :

防火ダンパ

火災感知設備のす部は、監視対

象となる共用設備の各火災区

域、火災区画に火災感知器を設

置することで、共用により発電

用原子炉の安全性を損なわな

い設計とする。

確認した基本設計方針 :

機器等の名称 (設備医分)

火災の影響軽減

設備の共用

施設名



検査年角日:松 瘍 年 〃
_月 テ
日

認

果

確

結
現場確認した設備等

記録確認した適合性確認検査

要領書、成綾書等
確認した基本設計方針

共用設備の各火災区域て火災区

画に設置された火災感知器

機器等の名称 (設備区分)施設名

※1:外部速蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)に係る範囲

＋
申

ゝ
や



施 設 名  :計測制轡系統施設
放射線管理施設

その他発電用原子炉の附属施設

系 統 名 !討測制御系統施設 .
放射線管理用計測装置

換気設備

生体遮蔽装置

1  非常用電源設縮
火災防護設備

補機駆動用燃料設イ薦

緊急時対策所

要領書番号  :原規規収第 16t0071号 1-53-3

関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

基本設計方針に係る

使用前検査成績書

▲
1月

れ 馬 年

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名  ′関西電力株式会社高浜菱電所第 1号機

2検査の種類  「基本設計方針に係る使用前検査

3検査中請

4検 査期日

5検査場所

6検 査範囲

使用前検査申請番号

関原発第 299号

関原発第434号

関原発第 46号

関原発第 202号

関原発第 259号

関原発第415号
'関原発第 504号

関原発第 512号

関原発第 582号

関原発第  3号
関原発第 08号
故1隔k翼追諄1lSヨ

(平成 28年 1

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年 1

(平成 31年

(平成 31年

(平成 31年

(平成 31年

(令和 元年
(令み 二年

0月  7日 )

3月 20日 )

4月 20日 )

7月  4日 )

3月 20日 )

2月  5同 )

2月  1日 )

2月  6日 )

3月 18日 )

4月  4日 )

5月 16日 )
b風 2年 8)

自 ミド ん年 ι月2つ目

至 Z督o再 年 も月2R甲

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯類i高浜町田ノ浦

高浜発電所第 1号機

発電月l原子炉施設

計測制御系統施設

放射線管理施設

その他発電用原子炉の附属施設

基本設計方針
※:

※ 1:緊急時対策所 (1。 2i3・ 4号機共用)に係る範囲、命)5
3,転郷 準B
検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

■

7検 査結果



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項日
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

基本設計方針に

係る検査
良

↑た0ん年ι月
１
０
２
ユ 目 /ゃ＼株a元年6月 二と El

工 切

テ負 が、
′

斑電甲,熟孵 Ⅲ技術者

印

盟れ
'た

練4ネン

載,一井どンとに萩り名

8,特記事項

み し

9添付資料 使用飾検査記録
1検査前確認事項
2確 認結果一覧表

2



検査実施者及び検査結果ず覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

基本設計方針に

係る検査
k

兵禾■乱 年 t月 20日 冷わぇ年6月 2か 日

島ゑ1孝
″

7

誦 デ栃11

発電品漂守主任技術者

F「

′
lM

胸,′ 二だ潮筋″

8,特記事項

9添付資料 使用前検査記録
1検査前確認事項
2確 認結果一覧表

は し

S



添付資料 1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前較査申請書の確島召、

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更中

講を含む。)が準備さ

れていること。

記録確認

牟浄孔年
う 月 貴I 日 立

使用講検査成績書の「3検

査申講」に中講番号 (変更中

講番号を含む。)を記載する。神 d年

ム月28日 R
年 本

検査をする工事のェ

程、期目及び場所が

中請書どおりである

こと。

記録確縁

↑浄 え年

あ月登」日 盈
神 角 年

`月

29日 R
年 て

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

今浄 ん年

あ 月 女1目 虎
籍
~o抱
年

ム月立移 日 k
年 /

孝 字



添付資料 l-2

高浜発電所第 1号機.使用前検査記録

検査前確認事項

基本設計方針に係る検査

確認事項 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録及びエ

ビデンスが準備されてい

ること。

牟沖先準

ι 澤
21
日2D
皮

茶岸9組年
Δ月2?日 R
年 /

基準通合性を確保するた

めの設脅霊十結果と適合性確

認状況一覧表 (様式-3)

が作成され、申講者の適合

性確認検査において緊急

時対策所 (1・ 2・ 3・ 4

号機共用)に係る範囲につ

いて漏れなく確認されて

いること。

係 〕砲 年
′

心月2傘日 碓

年

月   El

日

キ 5



添付資料二2rn

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

確認結果一覧表

検査年月Ё I者湧静ぇ年 歩 月二ど日

け―

確認結果

虚

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認検査

要鎮書、成績書等

Tl-1-1303、
Tl一 l-1303(再 検査)

確認した

基本設計方針

1,1 地盤
設計基準対象施設のうち、地震

の発生によって生じるおそれがあ

るその安全機能の喪失に起囚する

放射線による公衆への影響の程度

が特に大きい施設 (以下『耐震重

要施設」という。)の建物・構築物、

屋外重要土木構造物、津波防護施

設R浸水防止設備及び津波監視設
備並びに浸水防止設備又は津波監

視設備が設置された建物 1構築物
について、若しくiは、重大事故等

対処施設のうち、常設耐震重要重

大事故防止設備又は常設重大事故

緩和設備が設置される重人事故等

対処施設については1自重や運転
時の荷重等に加え、その供用中に

大きな影響を及ぼすおそれがある

地震動 (以下「基準地震動」とい

う。)による地震力が作用した場合
においても、接地圧に対する十分

な支持力を有する地盤に設置す

機器等の名称

(設備区分)

地盤等

施設名

発電用原子炉施設

(共通項目)×
1



幻

確認結果

良

現場確認した

設備等

緊急時対策所 (緊急

時対策所建屋内)の
周辺斜面

記録確認した適合性確認検査

要領書.成績書等

Tl-1-1303(そ の 2)

Tと -3-1303
Tl-3… 2004

確認した

基本設計方針

る 。

確認対象 二   十
重大事故等対処施設 (緊急時対

策所 (1・ 2・ 3・ 4号機共用))
の地盤

確認した基本設計方針 :

2.1地震による損傷の防止
2,1.2地 震による周辺斜面の
崩壊に対する設計方針

耐震重要施設及び常設耐震重要

重大事故防止設備又は常設重大事

故緩和設備が設置される重大事故

等対処施設については、設置 (変

更)許可を受けた、基準地震動に

よる地震力により周辺斜面の崩壊

の影響がないことが確認された場

所に設置する。

なお、地震による 3号機及び4

号機原子炉建屋並びに3号機及び

4号機原子炉補助建屋背後斜面の

崩壊による(耐震重要施設及び常

設耐震重要重大事故防止設備又は

常設重大事故緩和設備の安全機能

機器等の名称

(設備区分 )

自然現象

施設名



〔)0

確認結果

,

又

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認検査

要領書、成績書等

Tl-3-0104(そ の 3)

確認した

基本設計方針

への影響を防止するため、数地内

土本構造物である抑止ぐい及び連

続地中壁を斜面補強設備として設

置する。また、緊急時対策所 (緊

急時対策所建屋内)の周辺斜面に

ついては、より確実に斜面形状の

安定性を確保するため変状部を除

去する。

確認対象 :

緊急時対策所 (緊急時対策所建

屋内)の周辺斜面

確認した基本設計方針 :

5.1安全設備、設計基準対象施
設及び重大事故等対処設備

5。
｀1.5 環境条件等
(1)環境圧力、環境温度及び湿

度による影響、放射線による影響、

屋外の天候等による影響並びに荷

重

屋外の重大事故等対処設備は、

重大事故等時における屋外の環境

条件を考慮した設計とする。操作

機器等の名称―

(設備区分)

設備に対する要求

施設名



て)

確認結果

庭

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認検査

要領書、成績書等

Tl-3-1508

確認した

基本設計方針

は中央制御室から可能な設計又は

設置場所で可能な設計とするか、

人が携行して使用可能な設計とす

る。また、地震、積雪及び降下火

砕物による荷重を考慮して、機能

を損なうことのない設計とすると

ともに可搬型重火事故等対処設備

については、地震後においても機

能及び性能を保持する設計とす

る。

確認対象 :

農外の重大事故等対処設備 (緊

急時対策所非常用空気浄化仮設ダ

クト及び接続日)

確認した基本設計方針 :

6,2発電用原子炉施設への人の
不法な侵入等の防止

―探知施設を設け,警報、映像監

視等により、集中監視するととも

に、外部との通信連絡を行う設計

とする。

機器等の名称

(設備区分)

その他

施設名



一
し

確認結果

淀

虚

現場確認した

設備等

SPDS表 示装置

記録確認した適合性確認検査

要領書.成績書等

Tl一 と-0802

Tl-3-1112(そ の 2)

確認した

基本設計方針

確認対象 :

探知施設 (監視カメラ等)

確認した基本設計方針 i

l.4通信連絡設備 (1・ 2・ 3,
4号機共用)

1.4.1通 信連絡設備 (発電所
内)

緊急時対策所 (緊急時対策所建

屋内)へ重大事故等に対処するた

めに必要なデータを伝送できるデ

ータ伝送設備 (発電所内)と して、

安全パラメータ表示システム (S

PDS)を制御建屋に一武設置し、
SPDS表 示装置を緊急時対策所
(緊急時対策所建屋内)に必要数

量一式設置する。

確認対象 :SPDS表 示装置
確認した基本設計方針 i

l.1放射線管理用計測装置
1.1,3固 定式周辺モニタリン
グ設備

機器等の名称

(設備区分 )

計測制御系統施設

放射線管理施設

施設名

計測制御系統施設
※1

放射線管理施設
X4



確認結果

虎

現場確認した

設備等

空気供給装置

記録確認した邁合性確認検査

要領書、成績書等

Tと -3二 1107

Tl一 l‐ 1101

確認した

基本設計方針

通常運転時、運転時の異常な過

渡変化時及び設計基準事故時にお

けるモニタステーション及びモニ

タポストから中央制御室までのデ

ータ伝送系及び緊急時対策所 (緊

急時対策所建屋内)までのデータ

伝送系は多様性を有する設計とす

る。

確認対象 :        ´

緊急時対策所 (緊急時対策所建

屋内)までのデータ伝送系

確認した基本設計方針 :

2. 2 換気設備
空気供給装置は、緊急時対策所

(緊急時対策所建屋内)内への希

ガス等の放射性物質の侵入を防止

するための設備であり、緊急時対

策所 (緊急時対策所建屋内)の空

気の漏れ (0,15回/h)を考慮して

も、室内を正圧に加産できる容量

として、1本当たりの空気容量が

機器等の名称

(設備区分)

換気装置、生体遮蔽

装置  .

施設名



一
ド

確認結果

虚

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認検査

要領書、成績害等

Tl-3-0901(そ の 2)

確認した

基本設計方針

8Ⅲ 6Nm3の空気ポシベを720本以上

(予備 1)保管する。

確認対象 :空気供給装置

確認した基本設計方針 ;

2.4負荷に直接接続する電源設
備

2,4.2電 源車 (緊急時対策所
用)

電源車 (緊急時対策所用)(発電

機)(1・ 2・ 8,4号機共用 (以
下同じ。))は、緊急時対策所竃源

車切替盤 (1・ 263・ 4号機共
用)(440Vゝ 289A以上のものを 1

個)、 緊急時対策所コントロールセ

ンタ (1・ 2・ 3・ 4号機共用〉

(440V、 600Aの ものを 1個)及び

緊急時対策所 100V主 分電盤
(1・ 2・ 3・ 4号機共用)(100Y、

488A以上のものを 1個)を経曲し

て緊急時対策所 (緊急時対策所建

屋内)(1・ 2・ 3・ 4号機共用)

機器等の名称

(設備区分)

交流電源設備 (非常

用電源設備)

施設名

その他発電用原子炉

の附属施設
Xl



一い

確認結果

巳

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認検査

要領書(成績書等

Tl-1-1003
Tl-3工 1006

確認した

基本設計方針

(緊急時対策所非常用空気浄化フ

ァン、SPDS表 示装置、衛星篭
話 (固定)、 衛星電話 (携帯 )、 衛

星電話 (可搬).緊急時衛星通報シ

ステム及び統合原子力防災ネット

ワークに接続する通信連絡設備を

含む)へ給竃できる設計とする。

確認対象 :

緊急時対策所電源車切替盤

確認した基本設計方針 :

3.5取水路防潮ゲート竜源装置
中央制御室からの遠隔開止信号

により、ゲート落下機構を解放し

ゲー ト扉体を自重落下させるた

め、中央制御室遠隔操作盤 (機械

式)(100V、 とA以上のものを 1個 )

(1,2・ 3・ 4号機共用、 1号

機に設置)、 中央制御室遠踊操作盤

(電磁式)(100V、 とA以上のもの

を 1個)(1・ 2・ 3・ 4号機共用、

1号機に設置)ゝ 機械式用遠隔操作

機器等の名称

(設備区分)

直流電源設備及び計

器用電源設備 (非常

用電源設備)

施設名



一ギ

確認結果

,

風

現場確認した

設備等

火災受信機盤

記録確認した適合性確認検査

要領書、成績善等

Tl-3-1003
Tl-3-1003(そ の 2)

確認した

基本設計方針

盤篭源切替盤 (100V、 lA以上のも

のを 1個)(1・ 2・ 3。 4号機共

用、1号機に設置)、 篭磁式用遠隔

操作盤電源切替盤 (100V、 とA以上

のものを 1個)(1・ 2・ 3,4号
機共用. l号機に設置)及び緊急

閉止盤 (機械式)電源切替盤 (100V、

3A以上のものを 1個)(1・ 2・

3・ 4号機共用、 3号機に設置).

緊急閉止盤 (電磁式)電源切替盤

(100V、 2A以上のものを 1個 )

(1・ 2・ 3,4号機共用、 3号
機に設置)を設ける設計とする。

確認対象 :

中央制御室遠隔操作盤 (機械式)

確認した基本設計方針 i

(2)火災の感知及び消火
a.火災感知設備
火災感知設備のうち火災受信機

盤 (「 l・ 2号機共用、1号機に設

置」、「8号機設備、 1・ 2・ 3・

機器等の名称

(設備隠分)

火災防護設備の基本

設計方針 (火災防護

設備 )

施設名



一
い

確認結果

尿

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認検査

要領書、成績書等

Tl-3i1104

確認した

基本設計方針

4号機共用、3号機に設置」、「 1こ

2・ 3・ 4号機共用、 1号機に設

置」(以下同じc))は.作動した火

災感知器を 1つずつ特定できるア

ナ EIグ式の受信機とし、中央制御

室において常時監視できる設計と

する。

なお、重大事故等に対処する場

合を考慮して、緊急時対策所 (緊

急時対策所建屋内)においても監

視できる設計とする。

確認対象 i火災受信機盤 (1・ 2・

3,4号機恭用、 1号機に設置)
確認した基本設計方針 :

1,1 緊急時対策所の設置等
(3)緊急時対策所 (緊急時対策

所建屋内)は、以下の措置又は設

備を備えることにより緊急時対策

所機能を確保する。

a.居住性の確保
1次冷却材喪失事故等あるいは

機器等の名称

(設備区分)

緊急時対策所 (緊急

時対策所)

施設名



一
伊

確認結果
現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認検査

要領書、成績書等

確認した

基本設計方針

重大事故等が発生した場合におい

て、緊急時対策所 (緊急時対策所

建屋内)内の酸素濃度及び二酸化

炭素濃度が事故対策のための活動

に支障がない範囲にあることを正

確に把握できるよう、可搬型の酸

素濃度計 (1・ 2・ 3・ 4号機共

用、 1号機に保管 (以下同じ。))

及び二酸化炭素濃度計 (1・ 2・

3・ 4号機共用、1号機に保管 (以

下同じど))を、使用する 1個以上

と故障時及び保守点検時のパック

アップ用として 2個を含めて合計

3個以上保管する。

確認対象 :

可搬型の酸素濃度計、二酸化炭

素濃度計

機器等の名称

(設備区分)
施設名

※11緊急時対策所 (1・ 2・ 3・ 4号機共用)に係る範囲の)ラ
3′4転期 連臼



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

確認結果一覧表

添付資料-2-之

織答年 同日 ie稿 私 年 も 月芝心 日

一幻

確認結果

確

現場確認した

設備等

可搬型重人事故等対

処設備 (可搬理討測

器)

記録確認した適合性確認検査

要領書、成績書等

Tl-3-0703

確認した

基本設計方針

確認した基本設計方針 :

5.1安全設備.設計基準対象施
設及び重火事故等対処設備

5,「 1.5環境条件等
(4)周辺機器等からの悪影響

可搬型重大事故等対処設備は、

地震の波及的影響により、それぞ

れ重大事故等及び設計基準事故に

対処するための必要な機能を損な

わないように、可搬型重大事故等

対処設備は、設計基準事故対処設

備及び使用済燃料ピツトの冷去「機

能若しくは注水機能を有する設備

の配置も含めて常設重大事故等対

処設備と位置的分散を図り、可搬

型重大事故等対処設備は、その機

能に応じて、すべてを一つの保管

機器等の名称

(設備区分)

設備に対する要求

施設名

発電用原子炉加設

(共通項目)II



確認結果

贄

現場確認した

設備等

可搬型気象観測装置

記録確認した適合性確認検査

要領書、成績書等

Tと i3-0704

確認した

基本設計方針

場所に保管することなく、一部は

離れた位置の保管場所に分散配置

する。

確認対象 :

再搬型重大事故等対処設備 (可

搬型計測器)  |
確認した基本設計方針 :

1.1放射線管理用計測装置
1.1.5環 境測定装置
重大事故等が発生した場合に、

発電所において風向、風遠その他

の気象条件を測定し、及びその結

果を記録するために必要な重大事

故等対処設備として、可搬型気象

観測装置 (1。 2・ 814号機共
用、 1号機に保管 (以下同じ。))

個数 1(予備 1)を保管する。

確認対象 :可搬型気象観測装置

機器等の名称

(設備区分)

放射線管理施設

施設名

放射線管理施設
※】

∞

m
＼

※li緊急時対策所 (192・ 3・ 4号機共用)に係る範囲nうう

3,4ち稗 甲欄



「
関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領審番号  l療規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 I卜 53-4

会朱a2年 12月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

成績書管理番号 :卜 53-4

3ナ決査期日 自 鋒 Z 年 ′2月 r7目

至 猛議こと、峯rz月 '7日

4検套場所   
｀
使将講検査記録のとおり 、

5検査実施者   検査結果r覚表のとおり

6検査結果    検査結果す覧表のとおり

7添付資料 使用前検査記録



検査中請書碁号

(李請年月日)

関原発第 299号 (平成28年 iO月 7日 )

開原発第434号 (平成30年 3月 20日 )

関原発第46号 (平成30年 4月 20日 )

関原発第202号 (平成30年 7月 4日 )

関原発第 259時 (平成30年 8月 20日 )

関漂発第415号 (平成30年 12月 5爵〉

関原発第 504号 (平成31年 2月 1轟 )

関原発第 512号 (平成 3二 年2月 6日 )

閥原発第 582号 (平成31年 3月 is自 )

関原発第 3号 (平成31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24困 )

闘原発第 204号 (20と 9年 8月 23日 )

関「原発第 478号 (2020年 1月 2S翻 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年 2月 26厨 )

関原発第609号 (2020年 3月 24爵 )

閑原発第 20号 (2020年 4月 7日 )

関原発第 236号 (2020寄主3月 21日 )

成績書管理番号 :卜 53-4

検査申講一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更
'停

講により確認し表中に追記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜53-4

●

特記事項

なし

検査立会責任者

特 浅 η 猾、みr,主任技術者

がイ,一テイレ
"4孵
豚

原子力検査宮

ニ ヨ 痺

検査結果

よ

検査年月日

奄純2年
1ユ 月17日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

1     成績書管理番号:卜53-4

′    
′
    検査年月層:令和 2年  t2月  7`日

検 査 場 所 i高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査lil講書の確認      ヽ

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申講書 (変更串講を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 σ・一

検査をする工事の工

程、期厨及び場所が申

請書どお りであるこ

とも     ,

記録確認 σ
エ

工事計画の認可番号の

記載が速切であるこ

と,

記録確認 ○■

字



添付資料4-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :1-38-4

検査年月日 :令和 2 年 t2月  t7日
検 査場 所 t高浜発電所

検査議権滸想、事項

確認事項 結果 備考

申請者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること。 ①―

基準邁合性を確保するための設計結果と邁合

性確認状況一覧表が作成され、申請者の適合

性確轟留験査において漏れなく確認されている

こと。

① ,

●



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

確認結果一覧表

成績書管理番号 :卜58-4

検査年月日 :令れ 二 年 t2月  '7日

検 査 場 所 :高浜発電所

9＼

郭
数
埒
筆
か
Ｉ
Ю

確認

結果

之

判定基準

保安活動が基本設計方

針に従って行われ、設

備及び機器が基本設計

方針に従い製作され、

据付けされ、所定の性

能を有しており、技術

基準に道合するもので

あることぃ

現場確認した

設備等

3号機及び 4

号機の塩駿貯

槽、アンモニ

ア貯槽及びヒ

ドラジン原液

タンクの防液

堤及びその開

日部面積

記録確認した遺合性確認

検査要領書、成績書等

Tl-3-0417

Tl-3-1516

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

d.有毒ガスに対する防護措置

緊急時対策所 (緊急時対策所建屋内)は、有毒

ガスが重大事故等に対処するために必要な指

示を行う要員 (以下「指示要員」という。)に及

ぽす影響により、指示要員の対処能力が著しく

低下し、安全施設の安全機能が損なわれること

がないようh緊急時対策所 (緊急時対策所建屋

内)内にとどまり必要な指示.操作を行うこと

ができる設計とする。

機器等の名称

(設備医分)

緊急時対策所

緊急時対策所

機能

施

設

名



常

敷地内外において貯蔵施設に保管されている

有毒ガスを発生させるおそれのある有毒化学

物質 (以下「固定源」という。)及び致地内にお

いて輸送手段の輸送容器に保管されている有

毒ガスを発生させるおそれのある有毒化学物

質 (以下「可動源どという。)それぞれに対して

有毒ガスが発生した場合の影響評価 (以下「有

薄ガス防護に係る影響評価」という。)を実施す

る。

有毒ガス防護に係る影響評価に当たっては、

「有毒ガス防護に係る影響評価ガイド」を参照

して評価を実施し、有毒ガスが大気中に多量に

放出されるかめ観点から有毒化学物質の性状、

貯蔵状況等を踏まえ、固定源及び可動源を特定

する。

固定源に対しては、固定源の有毒ガス影響を軽

減することを期待する防液堤等の現場の設置

状況を踏まえt評価条件を設定し、指示要員の

吸気中の有毒ガス濃度の評価結果が、有毒ガネ

防護のための判断基準値を下回るよう設計す

る。

可動源に対しては、緊急時対策所換気設備 (1・

そ

の

他

発

電

用

原

子

が

の

附

属

施

設



的計

2・ 3・ 4号機共用)の隔離等の対策により指

示要員を防護できる設計とする。

有毒ガス防護に係る影響評価において、有毒ガ

ス影響を軽減することを期待する防液堤等は、

必要に応じて保守管理及び運用管理を適切に

実施する。

確認対象 :

・ 3号機及び 4号機の塩酸貯槽、アンモニア貯

槽及びヒドラジン原液タンク●防液堤及ぴそ

の開田部面積

・事務棟資機材保管庫の防毒マスク等の配備



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名 :核燃料物質の取扱施設及び貯,競施設

系 統 名 i燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱う機器

ザ   、使用済燃料ピットクレエン

要領書番号 :療規規収第 1610071号 2=01

孤 5、0年 7月

原子力規制委員会



使用講検査成績書

と 発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係/o使用前検査

3検査申請 使用前検査申講番号

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

闘原発第 434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第
′
46号 (平成 30年 4月 ?O日 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

4検 査期回 自病 ″ 年7輝 2夢 日

至千氏SO年 71F2丁 日

5検査場所 関西篭力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町囲ノ浦

6検査範囲 高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

燃料取扱設備          ,
新燃料又は使用済燃料を取扱う機器

使用済燃料ピットクレーン 1個

7検査実施者 検査実施者一覧表のとおり

8検査結果 検査結果一覧表のとおり

9添付資料 使用前検査記録
1検査前確認事項     

｀

2材料検査記録
8寸法検査記録

1   4外 観検査記録
5組 立て及び据付け状態を確認する検査記録

′



検査実施者一覧表

ヽ

特記事項

な し

検査立会責任者 印

デイう/‐ 夕″ぜソ キ任技術者

主任技術者

主任技術者

_原子力施設検査官 印

.ヤ   Ⅲ3 飛

潔 看
4

ク   =

('   /

検査年月日
~

守f銑

年

月   日

年

月   日



検査結果一覧表

系統名 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備 新燃料又は使用済燃料を取扱う機器

ω

備  考
組立て及び据付け

状態を確認する

検査

貌 Jθ 年

7月 ノぢ
=日

k
年

月 国
イ

年

月   日

外観検査

私 誇 午

7月 Zビ 日

た

年

月

/

年

月   日

寸法検査

執 3θ 年

'7月 クb国

資

年

月   目

材紳検査

十歳 どθ年
7月 2b日

魔
年

月   日

年

周    日

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査園

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確命懇方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が

準備されてしゝるこ

と。

記録確認

千嵐、デο年

7月 必 日 k
年

魔   日

年 /

必要な図爾等が準備

されていること。
図面等確認、

キ熱3o年

7月 フぢ日 た

年

月 日

年 /

γ



添付資料一生-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月樹 結果 備考

申講者の品質謡纂が

準備されているこ

と。

記録確認

牛嵐 3,年

7月 必 日 走
年

月   日

/

必要な図固等が準備

されていること。
図画等確認、

千帆J。年
7月 2どと k
年

月   日

年 /

検査用計器が校正さ

れており有効期限内

であること及び必要

な根ll定範囲、測定精

度を有しているこ

と。

記録確認

千嵐39年

7月 zど 日 充

年

月   日

年 /

す



添付資料 -1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検ヽ査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。

記a験確認

孝氏39年
7月

"ぢ

日 盈
年

月   隠

年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図題等確認

覇翻氏3,年
｀

7月 ノど日 た
年

月 日

年 イ

ぢ



添付資料―と-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び子居付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月目 結果 備考

申請者の品質記録が

準構されているこ

と。

記録確認

什嵐3つ年
7月 ′J日 魔

年

月   隠

年 イ

必要な図面等が準備

されていること。
図画等確認

執 Jθ年

7月 2ぢ 日 た

年

月   日

年 イ

7



添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関 畑電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱う機器 使用済燃料ピットクレーン

判定基準 :工事計伸iのとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 「 材料 検査年月 Fi
検査

結果
検査方法

使用済燃料ピットクレーン

(ホイストレール)!
約
7月 2b
年

目 k 記録確認

f溝  考
・記録確認は、申講者の品質記録 (※ )に よると

※ :連合性確認検査成績書の識》,番 号i TF― /― θ/θ /

∂



嗚

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 1核燃料物質の取扱施設及び貯歳施設 燃料取扱設備 新燃料又は使用済燃料を取扱う機器 使用済燃料ピットクレーン

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

倹査方法

記録確認

備 考
※ 1:公称値  ※2:許容値は工事計百園による。
,記録確認は、申請者の品質記録 (X3)に よる。 ※31適合性確認検査成績書の識別番毒 I Tr― /れ θ/♂ /

検査

結果

た

検査年月日

子嵐39年
7月 Pど 隠

測定値

(1コ皿)
許容値
※ど

(llllll)

主要寸法

(aa)
検査対象

走行サ ドル長さ

高 さ

ホイストレール幅

ホイストレエル高さ
|

使用済燃料ビットクレーン

郭
奪
添
筆
ｌ
ω



添付資料 -4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :闘西篭力株式会社高浜発電所

検査範囲 :核燃料物質でノ9取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱う機器 使用済燃料ピットクレーン

判定基準 :有寄な欠紆rl(表面に機能・性能|こ影響を及ぽすおそれのあるイ
を笏、割れ、変形,女篤

食、浸食)がな学ゝこと。

検査対象 検査年月周
検査

結果
検査方法

使塊済燃料ピットクレーン
鞠 Fl

た O記録確認

備 考

/'



添付資料 -5

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 i関西電力株式会社蔑浜発電所

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取抜設備

新燃料又は使用済燃料を取扱う機器 使用済燃料ピットクレーン

判定基準 i工事離画 (ノひとおりであり(技術基準に適合することと

検査対象 検査年月 ,こ
検査

結果
検査方法

使用済燃料 ピットクレーン 7月 2あ H
執 δθ年

充 記録確縁
ω

備  考

///E



関西竃力株式会社

高浜発電所第 1号機

使痛前検査成績書 |

要領書番号  :原規規収第 16:0071号 99

成績書管理番号 :2.二 〇2

今為 2年 9月

原子力規制委員会



使用前検査成綾書

1発電所名    関西電力株式会社薄浜テな電所第 1号機

2テ淡査申講    検査申請一覧表のとおり

尋検査難日    自 々朱Ⅲ 2 年 9月 23営

至 今為 2年 9月 23日

4検套場所    使用競検査記録のとおり

5検査実施着   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果‐覧表のとおり

7添付資料    繊用機感検査記録

成績書管理番号 :2-02



検査申請書番号

(学請年月日)

関療費第299号 (平成28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成30年 3月 20日 )

闘原発第 46号 (平成30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成30年 7月 4日 )

関原発第259号 (平成30年 8月 20臓 )

関原発第41S号 (平成30年 12月 5臓 )

闘原発第 504号 (平成31年 2月 上日)

関原尭第 512号 (平成31年 2月 6日 )

関原発第 582号 (平成31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成31年 4月 4濁 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発纂 l15号 (2019年 6月 24轟 )

関原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

闘原発第478号 (2020年 二月23目 )

闘原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年 2月 26鳳 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7・日)

関原発舞 236号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 Ⅲ2i02

検査中請―覧表

上記以降の変更を検査中請書の変更
'▼

1講により確認し表中に追記する。

2



検査結果二覧表

成績書管理番号 12-02

ψ

特記事項

伊 (/

検査立会責任者 印

√イ
'デ

‐夕′ぜプ主任技術者

原子力検査官 印

事。丘
ホ/,t

検査結果

段

検査年月日

◆為 Z年

,月ュ3日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録
共通事項

ヤ       成績書管理番号 12-02

検査年月日:今琴D2年  9月 ュ3日
検 査 場 所 :関西電力株式会社厨

音
浜発電所

検査前確認事項

使用競検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 f講考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)力甘準縮されてい

ること。

記録確認 ①一

検査をする工事のエ

程、期目及び場所が中

請審どお りであるこ

と。

記録確認 ⑧・二

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Θ・一

学



添付資料 8-と

関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(一号検査)

成績書管理番号 :2-02

検査年月日 :々1価 2年  9 月 二3隠
検 査 場所 :関西篭力株式会社高浜発篭所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

中請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑬.T

必要な囲画等が拳構されていること。 図爾等確認 ⑧・―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な濃ll定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・○

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良ⅢO

ξ



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(一号検査)

成績書管理番号 :2-02

検査年月日:今る と年 夕 月 23日

検 査場所 :関西電力株式会社腐浜発電所

検査結果

絞 査 対 象

核燃料物資の取扱施設及び貯蔵施設

使用済燃料貯蔵設備

使用済燃料貯蔵ラック (ア ▼ヽナブルポイズン保管用ラック)別 添 1参照

検査項目 率i定基準 検査結果 検査方法

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、緒付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

段
目視

備考

i記録確認は、工事含,慮に基づき申請者が行つた試験 。検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-1902｀

◆埼4未 rぃ tAク .森去と本宅ヽ なゝとと七碇報氏亀.

ど



工率計画本文 (原規規拷第1606104号 (平成28年 6月 10日認可))

核燃料物質の取扱施設及帥

加圧水型発電用原子う―
に係るものにあつては、次の事項

3 使用測翔瑕銅熙備に係る久の事項
(3)f費用郷 貯蔵ラックの名称、種類、容量 鄭 、材料及帥 救

(注 1)公称値  ′

(注2)記載の適正 Fヒを行 う。既工事計画書には「本体材料」と記申免

別添 1

輪ると埠守∩23日 )

―
ミ ______ 変 更 前 変 更 後

名 称 バーナブルポイズン保管踊ランク

撤 去

種 類 たて置角型

容 量 体 43

主
要
寸
法

中 心 間 IE難 Hl阻

内  の  り 甑El

全 高 m情

材 料
tと g, SUS304

個 数 と

7た



関
!西
電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

緊領書番号 f原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :2-08

紳 2年 7月
原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    開西選力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自抑 Z tt Z月 7甲

成績書管理番与 :2-03

至絲 ,2年 T期 7 日

4為民査場所    使用前検査記録'のとおり

5検査実施警   検査結果■覧表の|おり

6検査結果 1 検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

|



検査申講書番号

(申請年月日)

関原発第299号 (平成23年 1

闘原発第434号 (平成30年

関原発第 46号 (平成30年

関原発第 202号 (平成 30年 |

関原発第259号 (平成30年

闘原発第415号 (平成30年 1

関原発第 504号 (平成31年

関原発第512号 (平成31年

関原発第582号 (平成31年

関原発第  3号 (平成 31年

閥原発第 68号 (2019年

関原発第 115号 (2019年

関原発第 204号 (2019年

関原発第478号 (2020年

関原発第 510号 (2020年

関原発第 542号 (2020年

開原発第609号 (2020年

関原発第 20号 (2920年

0月  7日 )

3月 20日
'4月 20日 )

7月  4目 )

8月 20日 )

2月  5日 )

2月  1日 )

2月  6日 )

3月 18日 )

4月  4日 )

5月 と6日 )

6月 24日 )

8月 23日 )

二月 23日 )

と月 31日 )
´
2月 26口 )

3月 24周 )

4月  7日 )

成績書管理番号 12-03

検査申請工覧表

上記妖降の変更を検査申請書の変更中語により確認し表中|こ追記する。

ユ



検査結果一覧表

成績書管理番号:2-03

あ

特記事項

礎}に

検査立会責任者 印

好功 η
″》
,亨 tuソ 主任技術者

原子力施設検査官 印

彬 永

検査結果

ヽ

我

検査年月日

お覇静Z′年
z月 ク日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項 |

成績書管理番号12-03

.               検寄年月目:枷 1年 2 月 7 日

検 査 場 所 :IMIジャバン株式会社

検査前確認事項

使芽穏講検査申請書の確認  十

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準l薦されてい

ること。

記録確認 ⑧・■

検査をする工事の正

程、デ魂目及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認 ○―

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 @―

4



添付資料3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(一号検査)

成絞書管理番号:2-03

検査年月日 つ和2年 乙月 7日
検 査 場 所 :IMIジャパン株式会社

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ①―

必要な図面等が準備されていること。 隠面等確認 Q―
検査用計r器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確総 Q・ |

系統構成が完了していること。
O
弔録確認
Θ―

こ



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
｀
使用前検査記録

す (一号検査 )

成績書管理番号:2-03

襟査年月日 il猪

"騨

2年 2月 7日
検 査場所IIMIジャパン株式会社

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設 計測制御系統施設
一次冷却材の徳乗設備 ほう駿注入機能を有する設備
主要弁 別紙 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

耐デE検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

段

⑩

備考                                   ′

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の轟貿記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl― 十一 ρ夕D∫
・目視で確認した範囲 t添付資料3-3参照

ぢ



添付資料 3-3

醍西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(一号検査)         

′

(立会検査)
成績書管理番号:2-03

検査年月日i今み
'Z年
″ 月 7日

検 査 場 所 :IMIジャパン株式会社

検査結果

検査対象設備名 項目 測定値等 検査結果 検査方法

とPCV-444A

lPCV-445

耐圧検査

漏えい検査
別紙 2参照

ヽ

費

目視以下余禽

備考



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

成績書管理番Fサ‐i2-03

検査年月樹 2年 ク 月 霞

測定範囲 測定精度
校五年月日

有効期限
構考検査用討器 管理番号検査項目

'D発 'ん
/と》

と,20,,免 dノ

耐圧検査

漏えい検査
圧力言

“
P′を,″ η汚/ρ

と強ら,鬼 ノ゙

耐圧検査

漏えい検査
疋力計

以下余白

み



設 備 概 要

原 im暗脚 燕 観 戯
翔こ水襲鍵電用凛 |■厨懐魔i壷係るもす)(蒸気タービンに係るものを除 く争)と=あ

っては次め亨頃
4 -漁 冷却紳翁曲廟田騨こ係る次の事 冨
(S)墓髪熟穆観K機 、最課 卿 助 、最敲 用癬度、攘 韓 `辮 、鰺 こ鶴 破 て取 簡 所

ー

導
4

豫

トエ

l

器
擦
1

肖
‐舘ェ

N

江

Ч

重

年轟 称

変  電 前

`ド
―ゞ・とヽとBA、  11・eS

IL AP,出 | を=

費  重  橙

と手k｀平一卜1lA、  liヽ

F碑
■
生俄 頸

桑 墓 礎 鞘 霊 み 曽I〉 r 】$
nt
iド 岳

最
　
・謹
韓
丁
湊

　

鷲
辞
　
理
　
僧

Jttt 健 曙: 議  電

主Ⅲ      :越ar

主
導　
　
ヽ
、　
″

暉
　
暉
　
拍

補
　
年
一珀

主
　
サ
　
イ

帯

b

ぷ 攀 I

数

　

条

ｈ急

kpごザ_11上 A

和 唾 播患 tiラ イ ン
iPゞ 1-1■さ

韓 礎 議違 ii t'r iⅢ■  イ  歩

翻 1笠

簸
付
霞
説

頑 常
一

練

壌 ふ角郡 hi='1〔百 と 考

i盗 工 :■,'瑳 ユiギ すai磨 、R

慧  響  な  す葛  さ



別紙1-2(つ疑 2年 2月 ク 掛)

/9



ゝ
＼

本圧、気圧

区分

水圧

水圧

備考
※11重大事故等H寺における使用時の値
※2:最高使用圧力Xl.25(17,16服 aXl,25=21.45疑pa)以上

漏えい検査圧カ

MPa

Z2,f

ガク、す

保持時間

分

々/ノき

マ今

耐戸上塩罐 圧カ

MPa※ 2

ズ2,∫

ZZl'

最高使用圧カ

MPa

17, 16
18. 5 Xl

17,16
18. 5※ I

検査対象

lPCV-444A

lPCV-445

澄
講
叉

き

再

載

憎

油

ミ

翌



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-03

＼
Ｖ

特記事項

みレ

検査立会責任者 印

れラー〕ターどy 主任技術者

原子力検査官 印 _

毛煽と

検査結果

往

検査年月日

め細多年

フFII,日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
1   
共通事項

成績善管理番号 :2-03

検範最:蔭懃痙を自捜感
検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項

`復

認芳法 確認結果 編吾考

本検査に係る使用誼検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 良

検査をする工事のエ

程、期日及び場所が申

講書どお りであるこ

とЬ

記録確認 良

工事許爾の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 良

/、

'



F美弓西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(一号検査)

添付資料 3-と

使用前検査記録

逮 年月附
翠 喜

理

身
戸右

2げ

:

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確評ぃ方法 結果 備考

準講者の品質記a歌が準簾されていること。 記録確認

必要な図函等が準備されていること。 図面等確認

検査用静器が校正されており有効期下長内である

こと及ぴ必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録稲三認 良・σ
系統構成が完了していること。 良

,

/牟



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用舶検査記録
(一号検査)

検査年月日 :

検 査 場 所 :

一〇

７

熾

２

１
、
浜

・̈

月

癌

瀞
〕上鍬

理
　
　
式

離
ガ
燃

麟
健

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設 計穣ll細旬系統施設
一次冷郵材の循環設備 ほう駿注入機能を有する設備
主要弁 別添 と参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

外鶴険査

組立て及び与居付け状態検査

設備及び機器が工事言rltttiに従い製作

され、据付けされ、所定σ)性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

λ
目視

記録確認

備考

―

・田視で確紹した範囲1:添付資料 3-3参照

|ケ



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録
(一号検査)

(立会検査)  i
成績書管理番号 :2-03

検査年月日:務

検 査 場 所:関西電嫌共験緊鬼鼻
検査結果

検査対象設備名 項 目 根ll定値等 検査結果 検査方法

とPCV-444A

IPCV-445

外観検査

組立て及び据付け状態検査 孔

目視必下余白

備考

lι



設 備 概 要

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあっては次の事項
4 -次冷却材の循環設備に係る次の事項
(6)主要弁の名称、種類、最高使用歴力、最高使用温度、主要寸法、材料、駆動方法、個数及び取付箇所

暇幻

周左

上PCV-444A、  445(泣
1)

止め弁 (講 )

変 更 後変 更 前

lPCV-444A、  446(津
2Ⅲ

同左

18.5(注 S,
17.16(イ笙41

同左

空気伸動 く'電
:1)

2

IPCV-445

加圧器逃 が しライ ン

lPCV-444A

加歴器逃が しライン

MPa

℃

H思 Il

Hl工 l

T~ビ類

称名

種

最 高 使 用 廷 力

最 高 使 用 温 度

呼   び   径 llⅢ  6)

駆 動 方 法

(ラ イ ン 名 )

設    晋雌   床

総水防護上の区画番号

(議 pユ

取
付
箇
所

た

数

か

統

弁

名系

個

一
主
要
寸
法

　

材
料

欄
一一
渉

一
お
（）

や
＆
ぢ

，
く
」

嘔



房《希子(■,
》じ;亮、フ(1ァ

とを:
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弁

・
弁

一

Ｉ
…
，
―
―■

駆

材
料

　
一

4気件勤

衛

動   方   法

2

IPCV… 415

逃が しライン

IPCV… 144▲

加疵器逃がしライン

韓 高 慎 舟l Fr

最 高 使 用 紙

打1

′J

I受 唸

MPa

種

8.

止め弁

1716

途水筋護 ヒの医曲番吋

濃 水防寵 Jiの 配慮が

取
付
歯
所

床

魯

いl

統

置

( ラ

必

数

名

)

な  高  さ

,ュ  握 H 表

思
御

駆動部

弁  枠

(弁ふた厚さ

'46以
上 146)

弁 体

弁ふた

弁

(呼び養)33

Ｖ
；
氏
一ミ

(弁都厚さ)ツ 0以 上 00)

ti協位 :軽題

'



_関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :療規規収第と01007と 号 99

威綾書管理番号 12-04

神 Z年 7月

原子力規制委員会



使痛前検査成績書

1発電所名 関西竃力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査増書講    検査申講一覧表のとおり

3検査期日 自全募
'え
年ご月之日

葦牟浄二年π月/が

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表 (ア)と おり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 12i04

′



検査申請書番号

(申講年月H)

関原発第299号 (平成28年 10月 7日 )

閥原発第434号 (平成 30年 3月 20目 )

関原発第46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第202号 (平成30年 7月 4日〉

関原発第259号 (平成30年 8月 20風 )

関原発第415号 (平成30年 12月 5日 )

関原尭第504号 (平成31年 2月 1日 )

関原発第512号 (平成 31年 2月 6口 )

闘原発第382号 (平成31年 3月 la日 )

関原発第 1号 (平成,1年 4月 4日 )

関原発第68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (20■ 9年 6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1戸 23日 )

閥原発第 S10号 (2020年 二月31日 )

B母原寿第542号 (2020年 2月 26自 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7隠 )

FJ免績書管理番号 :2二 〇4

検査申請一覧表

と認以降の変更を検査申請書の変更申講により確認し表中に追記する。

≧



検査結果一覧表

成績害管理番号 :2‐ 04

的

特記事項

なし

検査立会責任者 印

常
おお一′′
_夕だレ主任技術者

原子力施設検査官 印

う■峯狙

検査結果

た

検査年月日

塗みた年
J月 え日



検査結果一覧表

成績書管理番号 12-04

(

特記事項

「
St

検査立会責任者 印

ぜ脅―夕Tざ/ 主任技術者

原子力施設検査官 印

原子力検査官

材 八 老

検査結果

負

検査年月日

冷和 2年
す月ノ貿日



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-04

午

特記事項

ヶat

検査立会責任者 印

蘇堵,デ エタTでレ≧荏技術者

原子ブ
呂
検育官 印

↓r彩来狙
影 代老

検査結果

R

検査年月日

冷稗Z年
|ク 月/♪甲、



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項          ―

成績書管理番号 i2と 04
`     

検査年月日 :ノtハカ え 年 ご 月 え 目

検査場F,子 :三菱重工業 (株 )

パワィドメイン 原子力事業部
検査講確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申講書 (変更申講を

含む。)海ミ準備されてい

ること。

記録確認

検査をす る工事のエ

程、期目及び場所が申

講書 どお りであるこ

と,

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が遵切であるこ

とj

記録確認

√



添付資料 と

/ 甲甲電力株茶

検査前確認事項

使用縮検査申講書の確認

会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

戒績書管理番号 :2-04

検査年月日 :冷騨 二年 、声 犀 ノク 日

検 査 場 所 i関西露ヒカ株式会社翔
き浜発電″

'子

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてぃ

ること。

記録確認 ③iエ

検査をする工事のエ

程、期白及び場所が申

請書どお りであるこ

と。    ′ .

記録確認 ⑧・一

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ③―

ク



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録 .

共通事項         :
、                       成績書管理番号 :2-04

検査年月日 :浴茅暫 2年  ク 月 ノ沙 日
・          検 査 場所 IF″目西篭力株式会社廊浜寿篭所

検査繭確認事項

使用滋検査申講書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査中請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q!T

検査をする工事のエ

程、期日及び場所が中

請書どお′りで→るこ

と。
(

記録奉雀認 ⑧・一

工事計画の認可番号の

記載が進切であるこ

と。

記録確認 Θi

π



関西電力株式会社高挨発電所第 1号機
(1号検査)

添付資料 3-1

使用講検査記録

成績書管理番号 12-04

検査年月日 :湾力 之年 ご 月 え 日

検査場所 :三菱童工業(株 )

パワードメイン 原子力事業部

検査講確認事項

確認事項 確認方法 結果 奪薦考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録盈七認

必要な図函等が準備されてし】ること。 図面等確認

検査用言1‐器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定無亀睡l、 測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。
鬱
記録確認

?



'                      
添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(一号検査)

成績書管理番号 :2-04

検査年月日 i塔巧和 2年 す 月 ノ/日
検 査場所 i関西盤力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申論者の品質記録が準備されているこ生。 記録確認 eeT
必要な図面等が準備されていること。 圏面等確耀 ⑧・=
検査濡話器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範l用、測定精度を有してい

ること。

記録確認 @・ 下

系統構成が完「 して
いること。

働
帥 Q・ ―

ノ0



添付資料 3il

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(一号検査)

成綾書管理番号 :2-04

検査年月日i彿 2年 /月 /沙 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

確認事項 確認、方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q・ 一

必要な図画等が準備されていること。 図面等確認 Oi一
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及ぴ必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること,

記録確認 piす

系統構成が完了していること,
9
∽ 0-

ア/



検査結果

添付資料3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(1号検査)
成績書管理番号12-04

検査年角コ:た力 2年 ご 羹 え 日

検査場所 :三菱重工業 (株)

パワー ドメイン 原子力事業部

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

一次冷却材の循乗設イ庸

主配管  lttlよ添 1参照)

検査項目 率1定基準 検査結果 検査方法

材料検査

予法検査
キ
'

耐圧検査
*2

漏えい検査
Ⅲ2

設備及び機器が工事計画に従い製作

されt据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合する魂)ので

あること。

夕く

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合機確認検査戒絞書の識朋番号 :Tl― と-1919

*1:部 品番号007も')一部を除き、記録確認実施
*2:立会検査のみ実施
。薗視で確認した範囲 :添付資料 3-8参照

ノ2



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(一号検査)

成績書管理番号 12-04

検育年月日:冷紳之 年 す 月 /費 日

検 査 場所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

次́冷表l材の循環設備

主配管 別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

寸1娘査※景

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事言

“

面に従い製作

されて掘付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

挺
⑭

∽

備考

・記録確認は、工事話題に基づき中請着が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号iTl-1-1919

・目視で確認した範囲 :添付資料3-3参照     ィ

※ 1:都品番号007(令 和 2年 3月 2日 の確認分以外)について、言E録確認実施

/O



検査結果

・              添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(二号検査)

.                       
′
   成績書管理番号 :ゑ -04

検査年月爵i今

～

2年 ク
「
/0口

検 査場所 」関西篭力株式会社蔑浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷封l系統施設

一次冷却材の循環設備

主配管 別添 1参照の太線枠内σ)範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

耐圧検査
※1

濡えい検査
※:

外観検査   
｀

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

k O

∽

l薦考

。記録確認は,I事‖奪子画に基づ吉中請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )によると

※ 適合性確認敵査成績書の識摩1番号 :Tと -1-1919'

・日視で確認した範囲 1添付資料3T3参照

業 11部品番号001及びO07の溶接部について、記録確認実施 (代替検査)

/″



検査結果

添付資料8-3

関西竃力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録
'    (1号 検査)
|      (立 会検査)

成績書管理番号:2-04
検査年月日:浴み え 年 ご 月 え 日

検査場所 :三菱重工業 (株)

パワー ドエイン 原子力事業部

検査対象設備名 項目 浪と定値等 検査結果 検査方法

原子炉冷却系統施設

一次冷却材の循環書設備

主配管  lttlよ添 1参照)

耐歴検査

漏えい検査
丹ll添 3参照 夕く 目視

備考

※ :財噂添 2の範囲について確認

′す



検査結果

添付資料3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録
|。
(一号検査)

(立会検査)
歳績書管理番号 i2-04

検査年月日 :ノ悌稗彦年 ● 月 ノτ 目

検 査場所 :関酉亀力株式会社高浜発電所

検査対象設f薦名 項目 測定値等 検査結果 検査方法

原子炉冷却系統施設

一次冷却材の循環設備

主配管 (男電添 1参照)

耐圧検査

漏えい検査
別添 3参照 孔ヽ 目視

備考

※ :別添 2のす虚囲について確認

/お



検査豫口と果

:添付資料3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
(一号検査)

(立会検査)
i f   成績書管理番号 :2-04

｀             検査年月日 :/〉移■年 ク 月 ,♪ 日

検 査場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査対象設r薦名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

原子炉冷却系統施設  |
一次冷郵材の循環設備

主配管 窃1添 と参照)

外観検査

組立て及び据付け状

態を確認する検査

嚢 目視

備考

※ :別添 2の範囲について確認

イア



添付資料,3-4

関西電力株式会社蔑浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査用計器〒覧表

成績書管理番号 :2-04

検杢年月爾 :費為 え年  、デ月 え 囲

検査項日 検査用話器 管理番号 測定範躍 測定精度
絞五年月日

有効期轟長
備考

耐圧検査

漏えい検査
圧力計

′つわi′IZす
′,7,4β j`Y

F.S.:フルスアヽン

一以 下余白―

/′



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査用計器―覧表

成績書管理番号12-04
検査年月日:今稗2年 、声月ノ/厨

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月瀾

有タジど期限
備考

耐腫検査

漏えい検査
歴力討

2つど沙.'Ⅲ′′

ユ,Pθ ,レ物
正

耐圧検査

漏えい検査
圧力計

″
'2′
`゛ =′
'

とθ2,,ど iJ∂
員ll

以下余白

ノ9



設 備 概 要
原子炉冷却系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項
7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項
(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料
原規規発第1606104号

位
馬

讚

募

騨

＼
0

器
洋
ト
―贈

曳

漁

コ

変更なし

同歳 建13,41,

変更なし

(℃ )

高使用1最高使用

(MPa)

18,5

な

嵯nl変更な

更 な

18.5 サ

弁

(lV…8010A、  B、  C)

加圧器

StS32TP360  (

(注 3.

18.3

(注 3)

168.3

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
樵

t注 911,

18.3168.3

17.16

加圧器 加圧暴
(違

SuS32TP

SしS32TP

StiS32TP

(注3,

3

3

3

68,

68.

63.

/

/

1

360
弁

(lMOV-8000A、  B)

入「翼

レジ ューサ

(6X3)

(連 3,1

18,3

/
11.1

(と 3.1

13.3

/
18,3

/
18.3

(と 3.11)

168,3

/
88.9

弁

(lMOV-3000A、  B)

人 口

|レ ジューサ

(6X3)

(lV-8010A、  B、

加圧器

16?

(注盟 ,

C)

弁

変 更 前 変 更 後

高使用!

度外

(℃)|(m11)

高使

さ

(mm)(謝 Pa)

称名

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備



変 更 後

材  料

変更なし

同左 嵯43.電 5)

'卜

  径 厚   さ

(誼阻) (MBl)

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

最高使用

旺  カ
(MPa)

変更なし

く道▼〕

13.5

名 称

(造 0)

弁

(lMOV… 8000A、  8)

入 口

レジュニサ

(6X3)

弁

(lPCV■444A、

lPCV-445)

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

変 更 前

材  料

SUS27TP

最高使用 |

温  度1外
(℃)|

径1厚  さ

(mm) (“甲)

360

t由 3)    くと3)

88.9 1 11.1

段高使用

睡  カ
(MPa)

(道 21

17.16

名 称

。     (逹 26)

弁

(lMOV-3000A、  8)

八 日

レジューサ

(6X3)

弁

(lPCV-444A、

lPCY-445)

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

遭
習

奮

＼

⇔
Ｘ

謡

挙

卜

常

Ｑ

沌

卜

翌

Ｎ
ヽ



材   料

(RIHl)(RIm)

厚   さ外   径

最高使用

風  度

(℃ )

最高使用

匪  カ
(MPa)

変 更 後

称名

変更な し

変更な し

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

360

(

13.5

(注 ↑

更 なi変更なし

6B

安全注入系

ライン用管台

弁

(lV-8945A、  B、  C)

材   料

St」S316TP

SUS316TP

(m】H)

厚   さ

(浅 3.=め

18.3

(避 3,25)

18.3

(mm)

外   径

(注 3)

168.3

最高使用

温  度

(℃ )

348

343

(連ω

16813

最高使用

圧  カ
(MPa)

17.16

弁

(lV-3940A( B、  C)

6B

安全泣入系

ライン用管台

t患導I)

(遺 42)

弁

(lV-8915A、  B、 C)

6B

安全注入系

ライン用管台

17.16

変 更 前

称名

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

湮
孫

牌

３
コマ
ｏ
）
（
導

さ

い

常

生

油

卜

己

Ⅳ
Ⅳ



巧と妹 と

`導

イら,(浴みえ年ぜ月え需〕

軽



'子

||イオ 1 1島 /ヽ粛浴加え年ご月え口,

亀/



屠ほ添1(6/6)(珍 力2年 ＼デ月え掛)

をr



みI沐え

2ど



男H添 2

をク



別添 2

ぞ″



水 戸と 、  気 圧

区分

水屋

備考

※ 1と 都:r露番号001・ 007の範囲について実施
※2:重大事故等時における使用時の値

ユ騒えい検査時圧
力 (h〔Pa)

だ貿s,

保持時間
(分)

//

耐屋絞査時
歴力 (腰a)

え́2.♂

耐鳳穣査
規定圧カ
lttPa)

21,45

最高使用崖カ
(MPa)漂
協

17.16

18.5

検査対象※
1

加犀暑吾

弁 (lMOV-8000A、 B)

入露レジ熟―サ(6X3)

ω
ヽ

募
尊
浴
華
ω



し
や
＼
印

水圧、気圧

区分

水圧

水圧

備考
※1:重大事故等時における使用時の値
※2:最高使用圧力Xl.25(17,16MPttXと .25=21.45Mpa)以上

漏えい検査歴カ

MPa

ZZ.,

Pと′

保持時間

分

//

//

耐圧検査圧カ

MPa※ 2

Zゑ ∂

ZZ、 ♂

最高使用圧カ

MPa

17. 16
18, 5※ 1

17, 16
18. 5※ l

検査女寸象

加歴器～弁 (lmV-8000A、 B)

入ロレジュ五サ (6X3)

弁 (1盟0卜8000A、 B)入ロレジ

ュ■サ (6X3)～弁 (IPCV-444A、

lPC卜445)

鞘
工
鶴
船
∞



関西電力株式会社 '

高浜発電所第 1号機

構造t強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書 |

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

系  統  名 :余熱除去設備

非常用炉心冷郵設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

要額書番号 :原規規収第 1610071号 2-05

神 え年
'二

月

原子力規制委員会



使鳥前検査成績書

1 発電所名    B轟西電力株式会社嵐操発電所第 1号機

2 検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使濡前検査

3 検査申請 使用前検査申請番号

299考 tギ輔く2群 ,。買 7軍 ,

グ妊課雑露藉|
嘉蛭翻雛′:畳喜郭
ョを尊犀棗:摩ョロを尉
紙参駐)    !

4 検査期日

5 検査場所

6 検査範麗

自再貯萩どア年 2月

至 弁井9た 年 ,2月

ュ滲厨

,6日

関西竃力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町調ノ浦

東亜バルプエンジニアリング株式会社

兵庫県尼0寄市西立花町

蔑浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉冷去「系統施設    !
'余
熱除去設備

非常用炉心冷却設備そのイ血原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (篇設) 2佃

7検査実施吉    擦査実施者一覧表のとお り

Ｂ

ｒ

Ｆ

8検査結果、  検査結果一覧表のとおり



妙I紙

3 れ灸?唯 r停岳着 使用前検査中講轟号

FⅢ電原発第582号 (平成 31年 3月 1811)

関原発第  3号 (平成 31年 4月 4日 )
伊史,原発舞  68ケサ (芝 019年 5月 16国 )
関原発第 二15号 (,()19年 6月 娑4日 )

関原尭第 2()4号 (2(,19年 3月 23瞬 )

ユ



9 添付資料 使用前検査記録

1検査議確認事r頁

2材料検査記録
8寸法検査記録
4外観検査記録
5組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6検査用計器=覧表

ニ



検査実施者一覧表

♯

特記事項

な レ

なし

検査立会責任者 印

下リー
‐」をど
^ン

  主任技術者

苓朝ラ'゛ ク″し`イ主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

芹 現 1到

ホイ1箇撫

洒爾 裳

検査年月日

子茂デ/年
2月 2浄 日

↑糸Bえ 年

'2月

rb 甲

月

年

日



検査結果一覧表

系統名 :余熱除去設備、非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

し′

備  考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

↑浄急 年
12月 lι 日

駐

月   日

外観検査

年

月 日

今赤レん 年
十ユ月/ど 口

R
年

月

寸法検査

子茂 子r年
2月 2▼ 口

食

日

年

月 鳳

材料検査

千丞 う,年
12月 2惑 日

歌
年

月 日

年

月 日

検査項目

検査 日

結果

検査 爾

結果

検査自

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共遵事項

使用講検査申識書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を

含む。)が津備されてい

ること。

記録確認

孝反 τ十年

み月2P日 負
使用前検査成績書の「8検査

眸講とに申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。今″ え 午
12月 lι 日 盈

等 /

検査 をす る工事のエ

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

千氏 3'年

2月 2息日 象

枠 ん 年

|■ 月/J口 食
年 /

工事計画の認可(届 臨

番号の記載が適切で茂》

ること。

記録確認

孝八ぅ1年
と月2μロ 我

幹 鳥 午

12角

'ι

 国 盈 (

年 /

ι



添付資料〒1-2

高操発電所第二号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

穂認事項 鞘鰯 方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が準

1會されていること。
舘鞠

平嵐う1午
z月 2=日 費
年

月 ‐夢レ

月   日

必要な図画等が準備さ

れていること。
園面等〒庭認

を、嵐写1年
と月ュ
=日
孜

年
‐

月  >″

潟   母

ク



添付資料-1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月ロ 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記鶴

孝八ぅ1年

か月ガ 日 象
年

月  シ i

月   日

必要な図函等が準備さ

れていること。
図面等確認

帝へ ,1年
と月ガ 日 費
年

月  夢ン

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

粋氏夢十年
と月翔 }日 検
年

月  チカ

月   日

″



添付資料―li4

蔚浜発電所纂■号機
・
使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録捺準

備されていること。
記録確認 ´

牟線 年

'と

民rι 日 赴
年

.

月  身

月   日

必要な図面等がと準l熊さ

れていること.
図面等確認

令熟常忠年

r2月 F6日

,

駐
等

月  夢″

月 日

?



添付資料―li5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び裾付け状態を確認する検査

確認事項 お窪認方法 検査年月日 結果 l蒲考

申請者の品質記録が準

イ薦されていることっ
記録確認

今未巧も年
子と月

'と

同 馳
、 年

月  チシ

月   目

必要な図面等が拳備さ

れていること。
図面等確認

命わえ 年

十二月
'6日

,

R
年

月  >″
年

月   日

/0



添付資料下2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場戸
~り

▼:東亜パルプエンジエアンンダ株式会社

検査範囲 I原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備そめ他原子炉注本設備

′ 安全弁及び逃がし弁
!(常
設)12個

判定基準 :五事計画のとおりであり、技術基準に適合することと

検査対象 使用材料 検査年月爾
検査

結果
検査方法

lV-8860A(弁籍)
軍丞う1阜
と月2=日 食

記録確認

生V-8860B(弁籍)
孝八ダ年
と月二矛F 盈 記録確認

備 考

・記録確認は、申講者の品質記録 (※)によるD

※ 〔適合強確認検査成絞書の識朋墓号 :″

「
メー /二 ∂ 2♭ ら

卒

'|



４ω
ド
一や

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :東亜バルプエンジエアリング株式会社

検査範囲li原子炉冷却系統施設

余熱除芸設備

非常用炉心冷弦,設備その他原子炉注本設備

安企弁及び逃がし弁 (常設)】 2個

判定基奉 :各部の差要寸法の測定値が許容値を満是することと

検査方法

日視

鶴

/
記録確認

備考

※ 1:公称値    ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)による。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 と 
｀
ア /一 /一 ′ ν ム

検査

結果

検

孜

検査年月日

争聰

'1年二 月>γ日

吻筑

測定値

(xllは)

2'、 ′

)♂こ′

2次 ,

ユタt♂

許容値
※Z

(mm)

20ハツ20.2

20-20.2

20-20.2

20-20.2

主要寸族
※
'

(Hlttl)

20

20

20

20

検査対象

呼び径

のど都の径

弁座日の径

ンフト

呼び径

のど都の径

弁座国の径

リフト

lV-8860A

lV-8860B

郭
奪
浴
章
―
∞



添付資料-4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範ptl i原子炉冷却系統施設

余熱除去設備           
｀

非常丹l炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性倉とに影響を及ぼすおそれのあるF易、割れ、変形.‐ 腐食、浸食)

がないこと.     ｀

検査対
r森 検査年月博

検査

結果
検査方法

iV-8860A

牟犠
12月 ,bと 1 無

⑫
/
記録確認

iV-88611B

幸湧とえ孝
12月 十みB 費

⑪
/
記録確認

備 考

暮 lニ



添付資料-5

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社畠浜発電所

検査範繊督i原子炉冷却系統施設

余熱除去設備           ―

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

I 安全弁及び逃がし弁 (常設)Ⅲ 2個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査文、子象 検査年月日
検査

結果
検査方法

iV… 8860A

毎群ぇ卒
|■月,ι 日健 ゆ1記

録確認

iV-8860B 崎几|
1

壁
記録権認

構 考

/

控  1竿



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料-6

総杏年月凰!孝力k
'/年
2月 2『日

す法ノ掛査

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正午月霞

有赫期 ll長
備考

ギ抜雄 プでえ
z∂√β、虫ユす

Pと,ァタ、あ、〕ク

ノイス
2″′子、と_2す

2,′亨Ⅲみ、〕′

寸法漆をシサン7・■ゲ
2″ /=、 r2,2r

ェク′,・ /ぞ、3'

‡諺朝任登″餌′νケ
上デ

2,′ど、/2.と ,

2沙′夕、r2.)r

ぐ,期 宝イ71〕 メ~タ
2ク /子、/2_2子

ュp/,、 ′Z、ユ,

ギ予扶プμ登チ
゛
79スケと`ヴ
・

2ク /乳 渉、2f

ュク′7._あ .'?

/

/

/

軽 1雅



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設  名

系 統  名

原子炉冷却系統施設

計測制御系統施設

原子炉格章ぬ施設

非常用炉心冷去「設イ,鯨その他原子炉注水設備

ほ う酸注入機能を有する設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク

要領書番 号 :原規規収第 16と 007と 号 2-06

|十 月全緯ぇ年

原子力規制委員会



3検 査中請

使用講検査成績書

1 発電所名 関西電力株式会社 高浜発電所第 1号撒

2検 査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

使用前検査申講番号

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )咽眸慕第3ξ )
関原発第4意 4号 (平成30年 3月 20日 )牌距瑠第68 とn′ b日)
関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

蠅 紫,rす bRtta)

琳犠銘ュο電(ユ。|?′■∂A23a)

4検 査期 日

5検 査場所 三菱重工業株式会社

パワー ドメイン 原子力事業部

兵庫県神戸市兵庫区和田崎町

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検 査範囲 (高
浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計浪J制御系統施設          ｀

ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設

1圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク 1個

検査実施者一覧表のとおり

室牟浄,え 年rr月 十日

1

7検 査実施者



9添 付資料

8検 査結果 検査結果一覧表 (夕)と おり

使用前検査記録

1検査前確認事項
2材料検査記録
3寸法検査記録
4外観検査記録
1 5組 立て及び据付け状態を確認する検査記録
6耐歴検査、漏えい検査記録

2



検査実施者二覧表

い

特記事項

な レ/

与 し

み し

検査立会責任者 印

ギ軒つイー 9-ぜソ  主任技術者

ポイう。 。7ヽと
°
ン  主在技術者

ギイケ ータユぜy 主任技術者

原子力施設検査官 印

万

黛

珂

九

1到

′la
窺

7

々
1

ゲ

V
=ι
ノ＼

/ヽ
/η＼

ジ灸 夢、

4
ジ象

今
A
盗

柔

検査年月国

携 心

移月

年

9 日

平反ヨ1年

2月
7
8日

↑み程え年

1月 4日



検査実施者―覧表

‐卜、

特記事項

み し

検査立会責任者 印

ギ

"―
タデぜ¬/ 主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

ゑ 真 久

検査年月日

宥Ч子え年

rr tt r日

年

月   日

年

月   日



検査結果一覧表
系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、ほう酸注入協鷺能を有する設備、圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク

貯

備  考

季鶏蓋ざ苺 駐
施終韓 亀欽め■

雛猛薦
｀

えた

耐圧検査、

漏えい検査

早魔 31年

2月 8日

,

コk

年

月

年

月

線立て決び据付け状

態を確認する検査

年

月

年

月

年

月

外観検査

聰 年9苫

驚

れ嘱31年
2月 マ日

魔

↑オ。孔等
年 月 4日

皮

寸法検査

聰
年
守口

碓

平ぷ甚H年
盈月 7日

淀

年

月

材料検査

聰 午9日

発

秘嗜BF年

2月 7園

史

年

月

検査項目

検査園

結果

検査ロ

結果

検査 園

結果



検査結果工覧表
系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、ほう酸注入機能を有する設備〔圧力低減設備その他 (″)安全設備 (格納容器安全設備)

容器

燃料取替用水タンク              フ

齢

備  考
耐圧検査i

薦えい検査

年

月

年

月 岳ヨ

年

月 日

組立て及び据付け状

態を確認する検査

吟考・ 亮年
ri tt T日

施

年

月 国

年

月 B

外観検査

吟稗i砲 革
rr月  イ日

年

月 日

月    日

寸法検査

年

月

年

月 国

年

ヂ
‐
9

材料検査

年

周

年

月 Fl

年

月 圏

検査項目

検査日

結
と
果

検査日

結果

検査日

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査講確認事項

共通事項

使用前検査申請書♂)覇復認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申講を

含む。)が準備されてい

ること
`

記録確認

手鷲 31年

2月 rr日 魔
使用前検査成綾書の

'3検
査

申請どに申請番号 (変更申講番

号を含む。)を記載する。r覇鬱盈年

η月4日 淀

なかれ年
1子 月 1日 庭

検査をす る工事の五

程、期日及び場βつ子が申

講書どおりであること

を確認する。

記録確認

平A｀

'1年虫月々日 飽

↑俸え年

9月 4日 掟

'″

為年
,1月 1日
2

'7



添付資料-1-奉
2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

将牧

'ら

年
gtt q口 魚
判電,1年

2月 々日 え

年

_潟 ― 日
‐
一

必要な圏面等が準備さ

れていること。
図面等確認

秩
=◇
午
憲月q日 走
平え
｀
31年

2月 守 日
陛

年

_獨
― 一

8



添付今料-1-言

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸族検査

確認事項 確認方法 検査年月園 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

守体0わ 年
潜月q日 推
平君 31年

2月 7日 皮

年

一

一

必要な図函等が準備さ

れていること。
図面等確認

聟掃(デC〉年

Gtt q日 碓 |

子晟
｀
31年

2月 守日 定

一

検査用計器が校正され

ており有効期限肉であ

ること及び必要な測定

範囲、浪t定礁疫を有し

ていること。

記録確認

習務むゆ年

で月q口 条
平魔う1年

2月 q日 え

年

_月
― 一

9



添付4料一、1二:
高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月鳳 結果 備 考

申講者の品質記録が

奉縮 されているこ

と。   |

記録纂E認

ギβёわ年
8角 官 騨 従

転 ′う1年

2月 ′7日 淀
今″亀年

々月 4日 麦

必要な図面等が準備

されていること。
圏面等確認

茸寄篭b年
8月 q甲 た
早茂
‐
31年

2月 ?日 た
′か

'浄

ん年

9月 4園
梵

ro



添付資料下 1~4

外観検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認、事項 確穣翌、方法 検査年月日 結果 備考

準講者の品質記録が

準窃奪されているこ

と。

記録獅毯認

待静 ん年

'1月 '目

之

年

月   霜

年 /

必要な図面等が準備

されていること。
圏面等確認

つ俸ん年

'I月 '自

魔
年

月:  口

年 /

1 1



添付資料-1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

経立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結 果 備考

申講者の暴質記録ダ

準備 されているこ

と。

記録確認

つ体■年

''月

1口 魔
年

月   日

年 イ

Zェ要な図画等が準備

されていること。
図麗等確認

彿 ん 年

,1月 1日 史

年

月   日

年 イ

12



添付資料― と-6

蔦浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査講確認事項

耐圧検査、漏えい検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結 果 備 考

申講者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

子痕 ,1年

2月 B周 雄
年

月   擦

年 イ

必要な図函等が準備

されていることじ
図面等確認

手威 31年

2月 8日 雄
年

月   日

年 イ

検査用計器が校正さ

―
れており有効期限内

であること及び必要

な灘定範囲t測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

年

掲 日

年

月   El /

系統構成が完了して

いること。

9
記録確認

平成写1年

2月 8日 処

立会/

記録確認

年

月   国

立会/

殖 月   日

=

,3



添付資料 -2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 ノミワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷輝設備その他原子炉注水設備
計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備
原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料取替月水タンク :1個           ｀ 「

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

胴   板
税
9月和日R

記録確認

屋 根 板 r守き途れ日 R
底   板

秩 JO
θ月駒 日 雑

側マンホールふた
平夙
',十

年
2月 守 日 鬼

備 考

'記録確認構、学請者の品質記録 (※ )に よる。
I丞 :適合性確認検査成績書の識別番号 I Tl-1,1906

r4



添付資料-3-1

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

披査場所 :三菱重工業株式会社 パツー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷簿系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備
計測制御系統施設 ほう駿注入機能を有する設備
原子炉格納施設 歴力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料敢替痛水タンク :1個

判定基蜂 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足することっ

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

静容寸法
※2

(五m)

測定値

(mm)
検査年月日

検

結

査

暴
検査方法

胴内径
平風澪十年

2月 守園
淀 記録確認

胴板犀 さ
平
'可

31年

乞月7鳳
皮 記録確認

備考

※ l:公称値  ※ 2;許容値は工事計画による。  .
。記録確認は、中講者σ)晶質記録 (※ 3)に よる。
※ → :連合性確認検査成績書の識別番号 :T,〕 1-F夕θ乙

チす



添付資料-3-2

蔦浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備
計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備
原子炉格納施誠 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 :各部 rノ「)主要寸法の測定値が許容寸法を満是すること。

検査対象
主要寸法挙

i

(mm)

許容寸法
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月日

検査

結果
検査方法

屋根板厚 さ
留郡σC)年

挽q日 麓 記録確認

底板厚 さ
執 力年
恐)弓 曾日飛 記録確認

鶏 路管台 (余

熱除去ホ
'ンフ・)

外径

平農静1年

2月 ?轟
免 記録確認

出固管台 (余

熱除去ホ
・
ンフ
い
)

厚 さ

平成ン1年

2月 q自
皮 記録確認

出 際管台 (内

を凸メア
・
レホ
・ンフ
!)

外径

平本,1年
2月 7日
虚 記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申講者の晶質記録 (※ 3)に よる。
※ 3:適合性確認捺査募績善の識別番号 :Tキ ート lq06

rb



添付資料-8-3

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常角,こ炉心冷謝:設備その他原子炉注水設備
計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備

!原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 :各部の主要 とヽ
‐
法の淑と定値が許容寸族を満是すること.

検査対象
主要寸法

※1

(mlHl)

許容十法
単2

(敏撤)

測定値

(nl14)
検査年月露

検査

結果
検査方法

船in管 台 (内

帝るスフ
°
レホ
¢
ンフ')

厚 さ

畢威31年

2月 イ癖
史 記録確認

給本入 囲管台

外径

早魔 31年

2月 Fマ 日
漣 記録確認

給本入 劇管台

厚さ   '

孝茂秘1年

2月 7目 2 記録確認

絡割管台 (充

てん/高 圧注

人ホ'ンフ|)外 径

平永〕1年

分月 9隠
2 記録確認

娘鳳管台 (充

てん/高圧注

入ホ
1ン
ガ)厚 さ

平声 う1年

2月 7日
淀 記録確認

備考

Xl:公 称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
こ記録確認は、申講者の品質記録 (※ 3)に よる。

X3:適 合性施認検査成績書の識別碁号 :T'-1-1'Dみ

'7



添付資料-3-4

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 ;三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷去,系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備
計測制作,系統施設 ほう酸注入機能を有する設備     

｀

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料取替理水タンク :こ 鶴

判定基準 :各部の主要寸法てr,測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※1

(■lm)

許容寸法
※2

(mm)

沢1定値

(mm)
検査年月日

検査

結果
検査方法

島目管台 (燃

料取替用水ホ
・

ンフ
°
)外 径

平ぬち1年

2月 '7日 漣
記録確認

l電歳田管台 (燃

料取答用水ホ
Ⅲ

ンガ )厚 さ

子疲う1年

2月 々働 史
記録確認

イ貝liマンホール管台

外径

平魔 31年

生月7日 虚
記録確認

側マン持ル管台

厚さ

平療秘1年

2月 守 層
鬼 記録確認

備考

※ 1,公称値  ※ 2i諮容値 |ま 工事計画によるぅ
・記録確認は、藤停請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の織翔
'番

号 :〒 1-rrF?θ み

F8



添付資料-3-5

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場激 三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備
計測制御系統施設 ほう薄欠れ注入機能を有する設備
原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料敢替用水タンク :1個        
―

検査範囲

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※ユ

(mm)

許容寸法
※2

(爾m)

測定値

(鵬m)
検査年月 露

検査

結果
検査方法

側マンホサふた

厚 さ

平成3+年

2月 マ日
た 記録確認

高   さ
平膚31年

2月 '7日
え 記録確認

備考

※ 1:公称控  ※ 2:許容値は工事計画による。  ※ 3:最小値
・記録確認は、申講者の品質記録 (※ 4)に よる。
※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :T!― r‐ 丁?θる

19



添付資料-4-1

高操発電所第 1号機

外観検査記録
検査場所 :‐隣時籍寿峰発会讐等稗朝躙翻特・

三菱重工業オ朱式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その伯原子炉注水設備
計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備
原子炉格納施設 圧力低減設備そのr也の安全設備 (格継容器安全設備 )
容器

燃料取答用水タンク :1個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、害rれ、変形、病食 (

浸食)がないこと。

検査対象 検査年月露 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク 線慧が9甲 盈 記録確認

備 考
・塗装施五前の状態で確認:          |

′

kヽ鶏薙基本貶箕のクち.陶熙ク鷺舞l)にフtキ燃

20



添付資料-4-1

高浜発電所第 1号機

外観検査記録
検査場所 :朝晒襲沸弟繋濃義癖義痢鱗酌磨

三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 i原子炉冷却系統施設 非常潟炉心冷却設備そ (′,他原子炉注水設備
計測需け御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備
原子炉格納施設 歴力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料取替用水タンク il傾

判定基準 :有害な欠卜f占 (表面に機能 と性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)がないこと。

検査対象 検査年月 日 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
子痕 31年
2月 7日

魔
目視

議

備 考
・塗柴施ェ前の状態で確認。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

※li適合性確認検査成繊書の裁卿i番号:Tl'1-r'θ b

舜椋鉄晩のうよ、/_んオぇ(タトイ鼻't)乞砕薇∠純園たれRr盗訂善

21



添付資料-4-1

高浜発電所第 1号機

外観検査記録
検査場所 :樹騒電読器試造淵封鶏棗熟廟兼

三菱重工業株式会社 ′くワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲li原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備
計濃‖制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設 f,驚
原子炉格納施設 歴力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 :有害な久 I亀 (表面に機能 “性能に影響を及ぼすおそれのある傷、害1れ、変形、腐食、

浸食)がないこと。

検査対象 検査年月 日 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
今紳亀年
守月キ 日

症
目視

備 考
・塗装施五前の状態で確認。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :十 卜 1-1996t舟旗 色!う
※2と椋夢

=経
のうとり墜本鐵筋〃凄峰を,任ぅ、)負斑盲烏

X3:幸柔着ぶ餘 岬琥4認調役負仁3災め¬スた1提とし′も
`t校
在と遊ⅢaT戴

22



添付資料 -4-2

高浜発電所籍 i号機

外観検査記録

検査場所 :F美需西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備
計測制御系統施設 イまう駿注八機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料取替用水タンク il個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食ゝ

浸食)がなりヽこセ。

検査対象 検査年月自 検査結果 検査方法

燃料駁替用水タンク
毎 ワ滝峯
r!潟 ! 日

史 ⑪/
記録確認

備 考
。ァイヽ二立て及び宇居付け状態で確認っ

,ヽ′ ●  登 A工 r券― i△ ― "4ヽ 韓 れ・ ⌒ 0和!on工 苗

2う



添付資料-5

高浜発電所第 1号機                 '

組立て及び据付け状態を確認する検査記録・

検査場所 IF美弓西電力株式会社 葛浜発電所

検査範囲 原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備そ♂)他原子炉注水設備
計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備
原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料取替用水タンタ :1個              |

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
攀暫わ孔年
,1月  I厨

ヽ

及
記録確認

備 考                 .

2卒



弾
勢
入
ｍ

検査方法

①
／記録確認

検査結果

滋

検査年月口

羽E31年
2月 8日

水圧、気底

区分

水圧

漏えい

検査時歴カ

(ぽ a)

絡 雛

保持

時間

(分 )

II

耐圧検査時

圧カ

(MPa)

歯欲毅戸ュ

耐圧検査

規定圧力

(ぼa)

静水頭圧

最高使用

歴力本
1

(牌a)

大気屋

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1

計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備
原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料取替用水タンク :1個

検査範囲 :原子炉 用炉心冷却設備その他原子炉注水設備系統施設

判定基準 :・ 検査度力に耐え、かつ、異常がないこと。
・著しい漏えいがないこと⇔

検査対象

燃料取替用水タンク

・底板の溶接部について、局都漏えい検査及び非破壊試験 (放射線透過試験離 浸透探傷試験)を申請者が実施 した結果、異常のないことを申
請者の記録により確認。 M確認                  及み゙

備考

※ li重大事故等時における使用時の値。

郭
奪
婿
華
Ｉ
Ｇ



関西電力株式会社 |

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施  設  名 :原子炉冷却系統力ti設

系 統  名 :非常用炉心冷却設1篇そのF也原子炉注水設備

貯歳槽

格納容器サンプB一 A

格納容器サンプB― B

要領書番号 i原規規収第 1610071号 2-07-i

令紳え年 7月

原子力規制委員会



使用講検査成績書

1 発電所名  関西篭力株式会社 高浜発電所擁 1‐考機

2 検査の種類  構造、強度又は漏えいに係る使濡前検査

3 検査申講 使用離検査輩講番号

関原発第299号 (平成23年 1

関原発第434号 (平成30年

関原発第 46号 (平成30年

関原発第202号 (平成SO年

関原発第259号 (平成 30年

関原発舞415号 (平成30年 1

関原発第 504号 (平成31年

開原発第512号 (平成31年

闘原発第582号 (平成31年

関原尭第  3号 (平成31年

関原発第 68号 (令相 元年

関原尭第 115号 (令和 元年

0月  7翔 )

3月 20日 )

4月 20日 )

7月  4日 )

3月 20日 )

2月  5厨 )

2月  1日 )

2月  6R)

3月 18日 )

4角  4日 )

5月 16日 )

6月 24日 )

4 検査期翻

5 検査場所

6、 検査範囲

窮急そ翡2θχ多.幹和え与テ月2θ日)
白漁歳え年ど月′′呂
至今浄え等β月=7自

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜側r田ノ浦

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子1カ電
~冷
却系統施設

夢

“

常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A l個

格納容器サンプB一 B l個



7検査実施着  検査実施者一覧表のとおり

8検査結果   検査結果一覧表のとおり

9 添付資料 使用前検査記録

1 検査講確認事項

2 材料検査記録

3 寸法検査記録

4 外徹と検査記録

5 組立て及び掘付け状態を確認する検査記録

6 検査用計器一覧表

2



検査実施者∵覧表

しυ

特記事項

/か― |

ra t

検査立会責任者 印

発 電 用ゑ 吾汐 主任技術者

発 電 Rゑ子汐 主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

有 瀾 輝1

千1 佐

智 〒朱井

鶏泌髭ふ

検査年月日

参芥巧色年
ど月25日

ρ
～
え年

θ月を夕日

年

月 日



検査結果一覧表
系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A

格納容器サンプB― B

―ト

備考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月

弾 危  午
す 月27日

R

月    日

外観1食査

舟 酵 ぇ 年

ど 月だ,日

笠

月

年

寸法検査

ガ汐奪控え 年
ど月2'日

農

月

年

月 日

一

材料検査

跡 え 年

F 月 2'日

農

抑 え 年

♂ 月27日

及

年

月

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査日

結果



添付資料 1二 l

高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

検査前確認事項

共通事項

1使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用飾検

査申請書 (変更学講を

含む。)が準備されてい

ること。

記録至復認

舟解ぇ年
ど月Zp日 良

使用前検査成績書の「8検査
FIF請」に申講番号 (変更申請番

浮,を含む。)を記載する。傘和 え年

∂角ど7H 花
年 /

検査をする工事のエ

春
q七

、舞l日及び場所が串

講壽どお りであるこ

と。          :

記録確認

濃み ぇ 年

ど月
'争
日 費

◆胞え年

β 月27 El 盈
年

_〕 ― 辟

工事計画の認可番号の

記載が通切であるこ

と。

記録確認

角砕ぇ 年

ど月ク
'日

糞
ノゃ示uえ年

F月 27日 負
年

一

一

す



添付資料 1=2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月灘 結果 イ腕考

申請者の品質記録が準

イ‖録されていること。
記録確認

舟紗え年

√月Z浄日 殿

弁和え年

′月27日 段
1  年

必要な図画等が準備さ

れていること。
隠面等確認

ハ凄ぇ年、
ど月2争日 史

つ癖え年

ρ tt Z″日 柔
年

一

b



添付資料 1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 構考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認、

ゑ浄え年

ど月アP日 柔

年

月   日

年 /
イ

必要な園面等が準備さ

れていることど
図面等確認

落とえ年

ど月ノ`F日 砕

年

月   日

年 /
イ

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲与測定精度を有じ

ていること。

記録確認

今字霧日魔
年

月   日

年 /

7



添付資料 lT4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査講確認事項

外観湾鬼査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

脇 え年
、ど月′′日 盈

年

月 日

年 /

必要な圏面等が準備

されていること。
図爾等確認

溢群 元 年

ど月Zμ日 史
年

月  イロ

年 /

ε



添付資料 1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が

準備されていること。
記録確・認

甕苺 え年
′ F27日 &

年

月 日

年 /

必要な図函等が準備

されていることと
図面等確認

◆ぶ
'た年
∂月27日 負

年

月 日

年 イ

9



添付資料 2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査蕉は囲 :原子炉冷却系統施設

非常月炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵楢

格納容器サンプB一 A:「 1個
格納容器サンプ Iユ ーB:1個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月日
検査

結果
検査方法

格納容器
サンプa一 A

鉄筋ヨンクリート
ぬ和え年
ど月z予日 歯

*
翻

格納容器

サンプB― B

備考

・記録確認は、申講者の品質記録 (※)による。
※ :適合性確認検査成縦書の識別番号 : T′ =/ザ /Jひき

*難

"移
》クィー}り鵠翔襲とうとくI

ro



資料 2

高浜尭電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

:原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設l薦

貯蔵槽

格納容器サンプB=A:1個
格納容器サンプB― B:1個

検査範 l用

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査方法検査対象 材 料 検査年月謝
検査

結果

格納容器

サンプB一 A
繍

格納容器

サンプB一 B

鉄筋コンクリー ト
年

翔

え

汗
枷
が

氏ヽ

備考

・記録確認は、申講者の品質記録 (※ )による。
※ :適合性確認検査成績書の講別番号 :TI… 十一,とな

*織逸ぶ3)クリ学卜鳴左銘 貌 Ч死 3愁 .

,'



添付資料3

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 萬浜発電所

検奄筆勺と囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備そ (ノD他原子炉注水設結

貯蔵槽

格納容器サンプB一 Ail紳 |

格納容器サンプD― B:1個

孝ほ定基準 :各部の主要士法の測定値が講容寸法を満足すること。

検査対象
主要 子ヽ
・
法
※1

(mれ )

許容値
※2

(mm)

測定値
|(Hl■ 1)

検査年月日
検査

結果
検査方法

絡縦容器

サンプB一 A

た て

脇 え 年

/月 2,日 甚
③
触

格納容器

サンプ 13-とユ 珍密勇―行黄 ⑫言触
格納容器

サンプB― A 仕切壁
高さ

ハ″え年
ど月ノ′日 庚

鍮
言触格納容器

サンプB― B

格納容器

サンプB一 A

仕切壁

庫さ

唸宅勇猛農 ⑭言己a謙出脂訂B格納容器
サンプB― B

格納容器

サンプB一 A 角浄え年
丁用,p期 λ

⑩
醐格納容器

サンプ13-B
捕考

※ 11公称値  ※ 2:静容値はi事計ェ歯iたよる。
I

12



添付資料 4

薦浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注本設備

貯蔵中督i

格納容器サンプB一 A:1個  ′
格納容器サンプB一 B:1個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 i性能に影響を及孝ぎすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月雷
検査

結果
検査方法

格縦容器サンプB― A 濃か え年
ど 月スな白 漂

目 視

格納容器サンプ B一 B 線鮪 え 目 視

備考
。塗装施王前の状態で確認

ta



添付資料 5

蔦浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A:1個
格納容器サンプB一 B11個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

格納容器サンプ B一 A 今漁え年
′月2ク日 良

目 視

格納容器サンプ B― B
今紳え年
″月27日 負 目 視

備考
。霞視可能な範囲での塗装後の外観 (有害な欠陥 (表面に機能 い性能に影響を及ぼすおそれのあ

る傷、割れ、変形、腐食、浸食)がないことと)も含めて確認。

'4



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

添付資料6

/ ′P
校正年月田

有効期限
奪簡考管理番号 測定範働観 測定精度検査項目 検査周討器

2,′θ/声 /′き

ノ,ラo/″ /′井
守雄 コ>A・ウクス

′境



と

関西電:力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収熟 16tO071号 99

成績書管理番号 12-07-2

雰券淳盈準 9角

昼壬力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関驚重電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査中誇一覧表 (ノ)とおり

3検査期日  白 各 角 2年 7月 ?目

至努舟
'年
?月 ?目

4検査場所    使チ穏講検奄記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用講検査記録

成績書管理番号 12-07-2



検査申請書番号

(中請年月日)

F月原尭第 299号 (平成28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成30年 3月 20目 )

関原発葬46号 (平成SO年 4月 20日 )

関原発第202号 (平成 30年 7月 4編 )

関原発籍2愚 9号 (平成30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成30年 12月 5縦 )

関原発第504号 (平成31年 2月
´
1日 )

開床尭第 512号 (平成 3二 年 2月 6日 )

闘原発第582号 (平成31年 3月 18日 )

関原舜第 3号 (平成 31年 4月 4口 )

闘原発第68号 (2019年 5月 16置 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24‖ )

関原発第 204号 (2019毎i3月 23日 )

閥原発第478号 (2020年 1月 23日 )

闘原発第510号 (2020毎i l月 31日 )

関原発第542F}(2020年  2月 26日 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

関原尭第  20号 (2020年i4月  7日 )

蘭原発第236号 (2020年 3月 21日 )

成績書管理番号 :2-072

検査中請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表争11に追記する。

ヱ



検査結果一覧表

∝

成績害管理番号 :2-07-2

特記事項

な し

検査立会責任者 印

ボイ
'ア

とタデて
｀
ア主任義恭恙

原子力驚穀峻査官 印

盗子
｀
今淀

検査結果

〕ヽ拮脅亀

検査年月日



添付資料よ

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録 ―
共通事項

成績書管理番号 :2-07-2

疾査年チ媚 :分ん 二年 7月  ヂ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 ′ 備考

本検査に係る綻用鳶t検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ることと

言ど録確認 ⑧ ―

検査 をする工事のエ

程、期日及び場所が中

講書 どお りであるこ

と。

記録確認 ⑧ エ

工事言r画の認耳番号の

記載が適 切である〔

と。

記録確認 0

4



:   添付資料3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録
|       ・(一号検査)

成績書管理番号 12-07-2

検査■月騨 :今券▼ユ年 ?月 守 ご

1                   検 査 場 所 :聞西篭力株式会社高浜発電所

検査講る篠認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申讃者の轟質記録が準備されてとヽること. 記録確認 Θi

必要な園函等が準奪稽されていることこ 図画等確認 Qエ
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範圏、測定*奇度を有してい

ること.

記録確註懇 良・○

系統構成が完了していること。
立会/

⑧一

ξ



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(一号検査)

添付資料3-2

使用前検査記録

成績書管理 ĺ稀号 :2-07●2

検査

=用
H:参 朱夕友年 ?月  ?口

検 査 場 所 :藤l酉電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷猿↓系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備   「

る過装置        麟1添 1参照(プ〕太線枠内の範震l

検査項琶 判定基準 検査結果 検査方法

外観検査

擦付検査

設備及び機器が工事言r醸に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適令するもので

あること。

淀
目視

⑮

備考

`記録確認は、工事言rlttlに基づき中講者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 通合性確認検査成績善の岳識別番号 :Tl■ -0387

b



工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年6月 10日 認可))

.設 備 概 要
原子炉冷当I系 統施設

加 ,王 水型発電用原子炉施設に係るも♂)(基気ター ビンに係 るもプ)を除 く,)に あっては次の事項

″ J●常用炉心冷抑 F賛備モデ)他原子げ注水段′用
~`こ
係る次の事項

(■ ,ら れ装股のネ称、種壊、容量、最高償アll圧フア」、最高使用温度、主要 ,「法、材料、1司教及び取付笥所
,崩設

ミ

tと ,2)

変更なし

13ド  tti単

な し

本 最 il:1'  ml/h

変 史 後変 雲と 前

格納容器再循残サンプスクリーン

ディスク 1ヽ

称名

種

餓 高 1史 用 l十 ノJ(■
1l MPa

122

ブ

Ⅲ′l
Ⅲ「

卿
　
　
　
一　
　
　
　
一

ｔ

　

帥

度

　

て

最 高 使 用 t風

コ / チ  ュ

主
要
寸
濫

デ

イ

ス

ク

_'ア 子 ュ ー ブ 外 径

デ  ィ  ス  ク

ギ  ‐F   V  7

ゝ
】

狡

一
‐
‐ｌ

　

ｋ

イ
ン
プ

ギ  外      径   mm

鰤
　
　
噸
　
　
一

土
」

数

籠

一戯

枚

置
郭

一

（
く
こ



変 更 後

格納容器苺籍環  1  格納容器再れ々環
サンブスクヅーン占 | サンプスクリーンB
格納容器サンプ3-A I 格納容器サンブ8-B

変 更な し

変 更 前

lt'1∵
)

格耕容器再循廉サンプスクリーン

格納容器サンプbll+1)

佃 教
|=担

名

，名／ヽ( ラ イ
取
付
鍋
所

昧

一の

を

一上一護

番

一傷

画

・水

４Ｍ

溢

区

水
抑
飛

配

防 譜 |ど の

要 な 高 さ

|

|

(2′ 2)

(注 1)1系列あたりθ〉流星を′,ヽす。

(注2,有効¬ノ文込水メW貝がボンブ♂,之 ,

(注3)有効磯迷ホ頸▼
'設
計値 tま 、

(注1,公称値

(■5,有効吸込水頭が示ンダリ必要有効吸込水頑 (余黙除去ポィ
プl狙 内部スフレポンフ Fよ

‐
球上

(注6)有′メカ吸込ホ取の設計れ1!よ 、余然除去ボンプで 1ヨ■■B内 部スブレポングで1個

(注 7Ⅲ 格納容器 lえ1循環サングスクリーンは、そ『 )機能及び構造 に耐正機能を必要としないた 7ν 、最高使用圧力は違用されないが

では、原子炉格紬容器の最高使用庁力を ( 〉内に示す。

(diS)笙人事故等時における使用時の lか

〈注9〕 ば己載値は公称値であり、部品単1立 の 1ヽ法を示す.

(‖ ,0ユ Iモ ジュール当たりの数量を示すⅢ                             ′

(泣 n)系列数をrTヽ す .

(:ii lと

'1系
列呵■トジュールで,)る .

(注い,1系列F#ィユールである。
(泣 14,競工事it l由J碁任誕歳がないため記長の通正化をFrう .

くユ主15,班工事計画書 1こ :こ競が′卜おいため記載7〕道正化を行う,記載内容は、設計IЩ番による生

要有効n数込水頭 (余熱除去ィンブIE、 内部スアレボンプは‐ 以上
余熟除表ボンアで1‐ 内部 スカ ポン7で 1」‐

噌
汗

涯
郭

ｐ

Ｏ
詩
）



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

,使用前検査成績書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

系 統  名 1非常用炉心冷郵設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

要領書番号 :原規規収第 1610071号 卜08

今
～
え年十1月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2 検査の種類   構造、強度又は｀漏えいに係る使用前検査

3 検査申請    使用前検査申請番号

1搬鎌ザ霧暑;
子成力年十買20目 )

千武 d。年 7療 什回ジ
子戌ど。午浄案Z。冒ぅ
子森♂o年 ,2月 了口,

平成?/年 2買 |ロジ

子武ど,年 2買るコジ

(奴卜、BI祇参k)

4 検査期日

5 検査場所

6 検査範囲

自駅 ?/年 2月 2浄 日

埜命券巧已年,と月
'と

日

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町調ノ浦

東亜バルブエンジニアジング株式会社

兵庫県尼崎市西立花町

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉冷去「系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設) 1個

7検査実施者   検査実施者一覧表のとおり

8 検査結果    検査結果一覧表のとおり



別紙

8検査 F静請 使用前検査申請呑号

関原発第 582号 (平成 ,1年 3月 18日 )
関原発第  3号 (平戒31年 4月 盗霞)
関原発第 68号 (2010年 5月 獄俗日)
関原発第 と15号 (2019年 o月 24国 )
闘原発第204号 (2019年 8月 23日 )

盈



9 添付資や子 使用前検査記録

1検査前f確認事項

2材料検査記録

3寸法検査記録

4外観検査記録

5組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6検査用訓・器一覧表

ど



検査実施者一覧表

輩

特記事項

々 レ

なし

検査立会責任者 印

申ラータービン  主任技術者

げ み 頂〒 ⑬

&ざイ考ギ̂タ イがン` 主任技術者

ヽ

子承 ⑬

主任技術者

原子力施設検査官 印

芳′毎日 然Q
永″ 狛扶④

痴畷彰色②

検査年月日

平成3/卒
2月 2β 日

奪湧ψえ 年

'■

月

'う

日

月

年

日



検査結果一覧表

系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)・

時

備  考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

命赤▼え 年

12月 16日

:

R
月   日

外観検査

月

年

日

御 ぇ 年

+2月 lb日

,

罠
年

月

寸法検査

斗歳 ブ/年

・2 月2'日

虞

年

月 日

材料検査

甜 ザ/年
2月 2予 日

貿

年

月 日

年

月 日

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査 日

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の権認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査率請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

子武θ/年

ヱ 月2か日 涎
使用説検査成績書の「a検査

申請」に申請番号 (変更串請

番号を含む。)を記載する。今努ヽワ危 年
12月

'6層

R
年 /

検査をする工事のエ

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記盛礁確認

子歳3/年

2 月ユ序日 R
令朱l″ん年
12月

'b 

ロ 挺
年 /

工事計画の認可、届出

番号の記載が適伊であ

ること。

記録確認

ギ耕ど/年

2角 2か 日 童

今んぇ 年

12月 |る 日 史
年 /

6



添付資料-1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録鰯

平成P/年

2月 2成日 涎

年

月  〉ン

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

平成怠/年

2月 2争 日 た
年

月  〉シ

月   日

ワ



添付資料-1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

平病d/年

ワ 月 ガ 日 涎

月

年

身

月   日

必要な図面等が準備さ

れていることc
図面等確認

平成
'/年2 月2浄 日 え
年

月  歩レ

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な狽1定

範囲、瀕J定精度を有し

ていること。

記録確認

ギ柄滞/年

2月 2ヂ 日 弦

年

月  >ン

月   日

9



添付資料 -1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外鬱見ナ決査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

神 ん 年

1乞 月+6日

,

R
年

月  ゲ″

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図画等確認

今かヽ 年
+2月

'6由

,

R
年

月  〉″

月   を]

9



添付資料-1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

中講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

令殊9ん 年

+2月 r6日 R
年

戸  〉孝

年

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

令Иうえ年

1二 月
'6日

1

融
年

月  )″
年

月   日

,0



添付資料下2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :東重バルブエンジニアジング株式会社

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):1個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

査

果

検

結
検査方法使用材料 検査年月日検査対象

壼 記録確認SCS14A
ギ納む
'年2月2か 周lV-8861(弁箱)

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合1隆確認検査成績書の識別番号 : TI―  l i C296

||



一
や

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :東亜バルブエンジニアリング株式会社

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):1個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査方法

③
/
記録確認

備考

※ 1:公称値    ※2:許容値は工事計画による。 ※3:最小値

検査

結果

皮

検査年月日

平成
'/年2月 2)日

測定値

(■ lll)

ノ0.σ

20_0

ュ平、θ

ザ
※ 3

許容値
※2

(剛l

20-20.2

20ハ彰20.2

24ハΨ24.2

1以上

主要寸法
※1

(IIml)

20

20

24

1

検査対象

呼び径

のど部の径

弁座日の径

ヅフト

lV-8861

郭
奪
が
華
ｌ
ω



添付資料-4

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :F,目西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):1個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

iV-886と

苺慕え 年
1と 月+6H

〕

R 甲
記録確認

備 考

,S



添付資料-5

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設  ′

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):1個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

lV-8861

彿 庵年
1生月lι 日 罠 甲

記録確認

備 考

:

,″



高決発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

早へ3,

添付資料-6

と 2P日

寸弦)険左
―

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

守泳雄 ノイ
｀
ス 入/デク'2ノ′ クヘノ

'ク

θ阻肌 上允,8hぃ

2,/'_渉 .2す

2′ /7・ ど、〕
'

ノくスス/デ沙́ ノ学4, ク～デフ′
“
脂

=先

θ4hh
2′′
'、

ど、2す

2ク /″‐歩_''

寸鵬 ηンタ
｀
ケとザι◆_ュ

`-2,
″P～ぅ゙革ト
,httf
(ふ確l調揃殉

2″′『、/2とと,

ュ′′夕、′2.)'

彬、経持ラツく/けとザ
｀
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上免少lfh体
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2′ /′、ノ2.2+

2′ /′、/2_'|
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'生θ3“れヽ

2T/う、あ12す
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